
▲飲酒運転撲滅宣言をする
　交通安全協会粕屋支部長の百濟支部長

▲飲酒運転撲滅啓発防止のチラシを手渡す篠﨑町長 ▲多くの献花などが供えられた事故現場

高校生二人の死を
　無駄にしないで!!
高校生二人の死を
　無駄にしないで!!
高校生二人の死を
　無駄にしないで!!
高校生二人の死を
　無駄にしないで!!

飲酒運転は絶対に
しない・させない

（関連記事は２ページに掲載しています）

http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/
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粕屋町協働のまちづくり課　☎ (938)2311　内線263・264 

「ちょっと一杯、一杯だけだから・・・」が、あなたの人生を変えてしまいます。
　粕屋町では、平成18年12月22日に
死亡事故が発生してから４年間死亡事故
はありませんでした。
　しかし、２月９日（水）夜、粕屋町の町
道において、歩行中の男子高校生２人が
飲酒運転の乗用車にはねられ死亡する
という痛ましい事故が発生しました。
　福岡県内で飲酒運転による事故に遭っ
て複数の犠牲者が出たのは、平成18年
８月に福岡市東区で発生した３児死亡事故以来です。
　２月16日（水）、「糟屋地区飲酒運転撲滅大会」が、町内の大型商業施設において開催されました。
　大会では、主催町である粕屋町長　篠﨑久義や糟屋地区交通安全協会長　田代昌己、粕屋警察
署長　船石正彦の挨拶に続き、飲酒運転撲滅宣言、飲酒運転撲滅の啓発物配布活動などが実施さ
れました。
　福岡県での飲酒運転事故の件数は、３児が死亡した年の650件から２年後には半数以下の件数
に減りましたが、その後再び増加に転じ、昨年の飲酒運転事故件数は全国最多の337件（ワースト１）
となりました。
　福岡県内では、事故があった９日（水）夜から19日（土）夜までの10日間で少なくとも17人が
飲酒運転及び酒気帯び運転などで逮捕され、その後も飲酒ひき逃げ事件などが起きています。
　飲酒運転をしても自分だけは大丈夫と思う勝手でわがままな気持ちを捨てて、飲酒運転は犯罪
であるという意識や飲酒運転撲滅の強い決意を持って、犠牲者を増やさないようにしましょう。

（福岡県警察統計資料提供）

ストップ・
ザ・飲酒運転

飲　酒　撲　滅　宣　言
・車を運転するときは、絶対に飲酒しない。
・飲酒している人には、車の運転はさせない。
・車で来た人には、絶対に酒をすすめない。
・我々の地域や職場で飲酒運転の危険性を話し合い、飲酒運転を追放する。

粕屋町内で飲酒運転死亡事故発生

粕屋町安全速報～安全安心、まちづくり粕屋町～
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祝 設立10周年記念式典設立10周年記念式典

　

２
月
23
日（
水
）
午
前
10
時
か
ら
、

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
広
間

に
お
い
て
、（
社
）
粕
屋
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
10
周
年
記
念
式

典
が
、
粕
屋
町
長
を
は
じ
め
26
名
の

来
賓
と
、
２
０
０
名
弱
の
会
員
が
参

加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記

念
式
典
で
は
、
発
注
者

へ
の
感
謝
状
贈
呈
や
、

功
労
者
な
ど
へ
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
記
念
式
典

後
に
は
、
会
員
互
助
会
主
催
の
互
助

会
祭
典
が
開
催
さ
れ
、
歌
や
踊
り
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
12
年
10
月

１
日
に
設
立
さ
れ
、
平
成
16
年
11
月

19
日
付
け
公
益
法
人
の
設
立
許
可
を

取
得
、
現
在
２
５
４
名
の
会
員
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、

自
主
、
自
立
、
共
働
、
共
助
を
基
本

理
念
と
し
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、

社
会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く
り
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
、
町
内
の
美
化

作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
昨
年
は
、
町
内
各

小
学
校
で
、
剪
定
、
草

刈
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
し
、
感

謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
社
）
粕
屋
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

設
立
10
周
年
記
念
式
典

　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。

　

３
月
７
日（
月
）、
粕
屋
中
央
小
学

校
の
児
童
が
、
酒
殿
区
に
あ
る
社
会

福
祉
法
人「
緑
の
里
」
に
車
イ
ス
１
台

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
月
第
１
金
曜
日
を
ア

ル
ミ
缶
登
校
日
と
設
定
し
、
全
校
児

童
が
１
年
間
か
け
て
集
め
た
ア
ル
ミ

缶
と
プ
ル
タ
ブ
を
換
金
し
、
車
イ
ス

を
購
入
、
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

　

同
校
は
、
こ
の
事
業
を
平
成
19
年

か
ら
毎
年
続
け
て
お
り
、
今
回
で
４

回
目
で
す
。

　

当
日
は
、
学
校
を
代
表
し
、
青
少

年
赤
十
字
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
５
・

６
年
生
21
名
が
緑
の
里
を
訪
問
し
、

手
渡
し
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
、
篠
原
麻
里
さ
ん

（
青
少
年
赤
十
字
委
員
会
委
員
長
・

６
年
生
）
が
、「
ア
ル
ミ
缶
を
集
め
て

購
入
し
た
こ
の
車
イ
ス
を
、
皆
さ
ん

に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
光
栄
で
す
。

ぜ
ひ
、
使
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
手
渡

す
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら

「
大
事
に
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。」
と
、
ま
た
、
安
河
内
美
輝
子
施

設
長
か
ら「
皆
さ
ん
が
集
め
て
く
れ

た
ア
ル
ミ
缶
で
車
イ
ス
を
贈
っ
て
い

た
だ
き
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

粕
屋
中
央
小
児
童
が
緑
の
里
に
車
イ
ス
を
寄
贈

せ
ん
て
い
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　九州山口各県学校図書館協議会並びに西日本新

聞社主催による九州各県と山口県を対象にした伝

統ある第54回西日本読書感想画コンクールにおい

て、粕屋中央小学校が「努力校賞」を受賞しまし

た。

　この「努力校賞」は、福岡県では小学校３校が

受賞し、粕屋中央小学校は、見事にその中の１校

に選ばれました。

　山野校長は、「学校としての取り組みや、子ど

もたちの一人一人の頑張りが評価され、とてもう

れしく思います。このことが、子どもたちの励み

になり、これからいろいろな場面でますます自信

をもって何事にもチャレンジしていけることを願

います。」と話していました。

　

糟
屋
地
区
教
育
研
究
所
が
、
毎
年
募
集
し
て
い

る
教
育
論
文
に
、糟
屋
地
区
の
学
校
や
幼
稚
園
か
ら
、

今
年
は
90
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
粕

屋
町
か
ら
は
、
仲
原
小
学
校
・
粕
屋
中
央
小
学
校
・

大
川
幼
稚
園
が
入
賞
し
、
そ
の
表
彰
式
が
２
月
18

日（
金
）、
糟
屋
郡
自
治
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

粕
屋
町
の
入
賞
論
文
は
、
次
の
と
お
り
。

○
優
良
賞

「
読
書
に
親
し
み
、調
べ
て
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
図
書
館
の
創
造
」

　

仲
原
小
学
校　

団
体
代
表　

島
戸
貴
美
子　

教
諭

○
優
良
賞

「
学
習
と
生
活
を
結
び
付
け
る
特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
学
習
」

　
　
　
　
　
　
　
　

粕
屋
中
央
小
学
校　

川
上
雄
一
郎　

教
諭

○
佳
作

「
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
幼
児
を
育
て
る
運
動
的
な
遊
び
」

　
　
　
　
　
　

大
川
幼
稚
園　

団
体
代
表　

八
尋
文
枝　

園
長

糟
屋
地
区
教
育
論
文
で
入
賞
、
お
め
で
と
う
！

第54回西日本読書感想画コンクール第54回西日本読書感想画コンクール
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「
か
す
や
ワ
イ
ワ
イ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
月
13
日（
日
）、
粕
屋
町
健
康
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、Ｓ
Ｕ
Ｎ
２（
サ
ン

サ
ン
）
か
す
や
新
風
会
主
催
に
よ
る

「
か
す
や
ワ
イ
ワ
イ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
今
後
の
粕

屋
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
み
ん

な
で
意
見
を
出

し
合
い
、
よ
り

よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て

い
こ
う
と
い
う

趣
旨
の
も
と
に

開
催
さ
れ
、
当

日
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
係
す

る
団
体
や
行
政

関
係
者
約
50
名

が
参
加
し
、
６

つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
活
発

な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ

の
発
表
で
は
、

参
加
者
た
ち
は

自
分
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
と
は
違

う
様
々
な
意
見

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
何
か
自
分

た
ち
で
行
動
を
起
こ
そ
う
と
い
う
声

も
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

町道２路線に「通り名」プレートを
設置しました。

町道２路線に「通り名」プレートを
設置しました。

　平成21年度から町内の３路線に「通り名」のプレート設置に取り
組んでいます。
　この事業は、平成21年度に「粕屋町の通り名を考える会」で選定
された候補路線のうち、「通り名」（愛称）がついた３路線に標識（通
り名のプレート）を設置するものです。
　平成21年度に、さくら通り（粕屋町役場前の道路）に設置し、平
成22年度は、コスモス通り（江辻ミニインター～薬師大橋）・ケヤ
キ通り（内橋地区内の５差路～長者原）の２路線に設置しました。
　皆さま、道路に愛着を持ち、タバコの吸い殻などのゴミを道路
に捨てないようにしましょう。

ケヤキ通り

コ
ス
モ
ス
通
り

さくら
通り

コスモス通り（町道  蒲田～長者原線）コスモス通り（町道  蒲田～長者原線）

ケヤキ通り
（町道  内橋～長者原線）

ケヤキ通り
（町道  内橋～長者原線）



6

消防車の買い替えを行いました。消防車の買い替えを行いました。
　１月 28日（金）、粕屋町消防団本部分団に新しい消防ポンプ自動車が納車されました。新しい消防ポンプ自動
車は最新のポンプを搭載しており、よりスムーズな消防活動が行えるようになりました。また、水量が少ない場
所でも水をくみ上げることが可能で、火災のみならず大雨時の冠水などにおいても活躍が期待されております。
　今後も粕屋町消防団は地域住民の安全、安心のため活動してまいります。

皆さんも一緒に地域の安全のために活動してみませんか。

　この度、消防車も新しくなり消防力は向上しておりますが、
現在の消防団員数は 186名（定数 213名）と年々減少傾向に
あり、慢性的な人員不足となっております。地域の安全のため
に私たちと一緒に活動をしましょう。
●入団要件　満18歳以上満34歳未満の男性
●主な活動　火災における消火活動、災害時における地域安
全のための活動、平常時における防災活動、地域活動への
積極的な参加、災害を想定した訓練　など
●問い合わせ　粕屋町　協働のまちづくり課
　☎(938)2311　内線 263

　

長
者
原
上
区
の
ホ
ッ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ

は
、
当
初
１
月
10
日
の
計
画
で
、
区

や
う
て
お
う
て
塾
の
関
係
者
が
12
月

に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
満
載
の
孟
宗
竹
な

ど
を
切
り
込
み
準
備
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
予
定
し
て
い
た
日
は
雨
や
雪

な
ど
で
会
場
が
ぬ
か
る
ん
で
実
施
で

き
ず
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
２
月

５
日
に
役
員
や
関
係
者
で
櫓
組
を
実

施
し
て
、
６
日
の
日
曜
日
の
午
前
10

時
ご
ろ
に
は
区
民
や
他
の
区
の
方
々

も
正
月
の
し
め
縄
や
お
札
な
ど
を
持

ち
寄
り
、
無
病
息
災
を
祈
り
つ
つ
櫓

に
く
く
り
つ
け
て
、
午
前
11
時
ご
ろ

に
は
う
て
お
う
て
塾
の
子
ど
も
た
ち

を
は
じ
め
２
０
０
人
位
の
老
若
男
女

と
外
国
人
の
方
々
も
見
学
に
来
ら
れ
、

区
長
が
消
防
車
の
配
置
な
ど
を
確
認

し
な
が
ら
櫓
に
点
火
し
ま
し
た
。

　

火
は
し
め
縄
や
松
飾
り
な
ど
を
包

み
込
み
な
が
ら
勢
い
良
く
10
数
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
ま
で
燃
え
上
が
り
、
見

学
者
の
顔
は
炎
に
向
け
ら
れ
、
思
い

思
い
の
感
想
を
話
さ
れ
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
準

備
し
た
卵
や
さ
つ
ま
芋
の
丸
焼
き
や
、

ぜ
ん
ざ
い
・
豚
汁
な
ど
を
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
、
参
加
者
の
方
々
が
お

い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

長
者
原
上
区

長
者
原
上
区
ホ
ッ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
賑
わ
う

普
通
救
命
講
習
を
受
講

し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日（
日
）、
中
部
消
防
署
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
普
通
救
命
講
習

に
消
防
団
員
が
参
加
し
、
A
E
D
の

使
用
方
法
や
人
工
呼
吸
な
ど
の
習
得

に
奮
闘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
迅
速
な
救
命
活
動
が
そ
の

後
の
救
命
率
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
知
り
、
救
命
講
習
の
重
要

性
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財

産
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
有
事
の
際

に
は
修
得
し
た
技
能
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

や
ぐ
ら

や
ぐ
ら

や
ぐ
ら

ほ
か
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２
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）
に
、

「
ヴ
ィ
ラ
の
ぞ
み
愛
児
園
」
で
園
児
に

よ
る
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
１
年
間
の
保

育
生
活
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
も
の

で
、
身
近
な
生
活
用
品
や
廃
品
を
利

用
し
て
、
つ
く
る
楽
し
さ
や
友
達
と

一
緒
に
語
り
合
う
よ
ろ
こ
び
を
体

験
・
体
感
す
る
こ
と
で
、「
生
き
る
力
」

「
生
き
る
喜
び
」
を
培
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ご
家
族
や
ご
近
所
の
方

な
ど
多
く
の
方
々
が
、
か
わ
い
い
芸

術
家
た
ち
の
作
品
を
鑑
賞
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
子
ど
も
未
来
課

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　

内
線
４
３
１
・
４
３
２

か
わ
い
い
芸
術
家
た
ち
の
作
品
展

　

春
季
企
画「
粕
屋
ひ
な
ま
つ
り
展
」

開
催
中
の
２
月
26
日（
土
）、
粕
屋

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
階
の
視
聴
覚
室
で
、

「
ひ
な
人
形
づ
く
り
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
５
歳
か
ら
小
学
生
の

子
ど
も
た
ち
25
名
が
、
保
護
者
と
一

緒
に
参
加
し
て
、
折
り
紙
で
ウ
サ
ギ

の
お
ひ
な
さ
ま
づ
く
り
に
挑
戦
。
予

定
時
間
の
１
時
間
30
分
が
あ
っ
と
い

う
間
に
す
ぎ
る
く
ら
い
、
お
ひ
な
さ

ま
づ
く
り
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
出
来
上
が
っ
た

お
ひ
な
さ
ま
を
お
互
い
に
見
せ
合
っ

て
、
自
分
が
作
っ
た
お
ひ
な
さ
ま
を

笑
顔
で
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
大
人
を
対
象
に
し

た「
ひ
な
人
形
づ
く
り
教
室
」
が
あ
り
、

21
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
フ
ェ
ル
ト

を
使
っ
た
ひ
な
人
形
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

始
め
は
、
細
か
い
手
作
業
に
難
し

い
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た

が
、
２
時
間
の
予
定
時
間
の
中
で
真

剣
に
ひ
な
人
形
づ
く
り
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

終
了
後
、
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
、

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」「
来
年
は
友

達
を
誘
っ
て
参
加
し
た
い
」
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
楽
し
い
ひ
と

時
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
も
大
人
も
ひ
な
人
形
づ
く
り
に
挑
戦
!

　
「
第
７
回
糟
屋
地
区
安
全
安
心
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
が
、
２
月

８
日（
火
）、
新
宮
町
の「
そ
ぴ
あ
し

ん
ぐ
う
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

粕
屋
警
察
署
・
１
市
７
町
の
首

長
・
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

約
２
０
０
人
が
参
加
。

　

自
主
的
な
登
下
校
な
ど
の
見
守
り

活
動
や
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
各
自

治
体
の
取
り
組
み
及
び
粕
屋
署
の

「
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
相
互
の
連

携
と
情
報
交
換
の
必
要
性
に
つ
い
て

確
認
し
合
い
、
今
後
の
活
動
推
進
に

取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

地
域
と
の
協
働
に
よ
る

「
犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
づ
く
り
」

に
向
け
て
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　下水道の使用を開始されますと毎月の汚水の排出量に応じて下水道使用料を納めていただきます。

◎「水道水だけを使用される場合」

　水道の使用水量を汚水の排出量とします。

◎「井戸水だけを使用される場合」

　家事専用に使用される場合は、１人１月10㎥、１人

　増すごとに５㎥、４人以上の世帯は月25㎥を認定

　水量とします。

◎「水道水と井戸水を併用される場合」

　水道水と家事専用の井戸水を併用される場合は、水道の使用

　水量と井戸水だけを使用される場合の認定水量を比較して、

　いずれか多い方を汚水の排出量と見なします。

　今後とも町民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

※公共下水道についての問い合わせは、粕屋町上下水道課（☎９３８ー２３１１・内線４５４）にお尋ねください。

平成23年度　粕屋町公共下水道事業受益者負担金賦課予定区域 （平成23年２月現在）

平成22年度まで受益者負担金
賦課済区域

平成23年度受益者負担金
賦課区域

・大字大隈の一部
・大字仲原の一部

・大字内橋の一部
・大字阿恵の一部

受益者負担金賦課区域
平成22年度に工事が完了し、平成23年
度から公共下水道が使用できる区域の
土地の所有者に申告していただき、負担
金を賦課することにしています。

下水道使用料
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４月から公共下水道の使用
できる範囲が拡大します
～3年以内に水洗化改造工事をしましょう～

　粕屋町では、快適な生活環境づくりを目指して、昭和62年より公共下水道事業に着手し、平成37
年度（全体計画目標年度）の完成を目指し事業の推進を図っています。

　つきましては、平成23年３月３日から、下記の区域で新たに下水道の使用が可能となりました。
　大字大隈・大字内橋・大字仲原・大字阿惠の各一部の区域

　下水道は、くみ取り便所の水洗化により生活が便利になるだけでなく、河川・海などの水質環境
の保全、洪水など水害の防止、感染症発生の防止などにも重要な役割を担っています。
　しかしその役割は、各家庭が排水設備の工事を行い下水道に接続しなければ十分に果たせません。
　そのため下水道法でも、下水道本管工事が終わり供用が開始された日から3年以内にくみ取り便所
を水洗化することが義務付けられています。
　下水道の供用が開始されましたら、1日も早く排水設備の工事を行い、水洗便所に改造していただ
きますよう、皆さまのご理解とご協力をお願いします。
　
　公共下水道処理開始の区域（使用できる区域）になりますと、次のような経済的負担をお願いする
ことになります。

◎下水道の便益性や利用価値を受ける下水道事業区域の皆さまに、下水道建設費用の一部を負担していただく

　のが「受益者負担金」制度です。

◎負担金は、土地の面積に応じて負担していただくもので、一回限りのものです。負担金を納付された後は、　

　徴収することはありません。

　「負担金は１㎡当り400円」です。

◎負担金を一括して前納されますと、最大18パーセント程度の報奨金が交付され、この場合は報奨金を差し引

いた金額で納めていただくことになります。

◎負担金は５年分割で、さらに年４回の納期に分けて納めていただきます。

◎農地などについては、負担金の納入が一定期間猶予されますので、申告といっしょに申請が必要です。

◎公共ますへ接続するまでの宅地内排水設備の工事費用は、すべて自費となります。

◎処理開始日から３年以内に水洗化工事（くみ取り便所・風呂場・炊事場・洗濯場など）をしていただくことに

　なっております。

◎工事については、町が指定した「排水設備指定工事店」で施工していただきます。

◎「指定工事店」を選定していただくと、工事に伴う申請書類の作成や届出などの手続の一切を「指定工事店」

が代行いたします。

◎工事費を一括で負担することが困難な人、そのほか一定の要件を満たしている人に対して、町が指定した金

融機関からの融資のあっせんを行い、融資金に伴う利子の助成（利子の１／２）をいたします。ただし、処理

開始日から３年以内に水洗便所に改造する方に限ります。

◎自己資金で工事をされた方には、奨励金を交付します。ただし、処理開始日から３年以内に水洗便所に改造

　する方に限ります。

受益者負担金

水洗便所などの排水設備工事
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国民年金保険料の
納付が困難なときは学生の皆さん

「学生納付特例」の手続を！
学生納付特例とは…　
●学生で所得がない場合や少ないことにより保険料を納められな
い場合は、粕屋町役場総合窓口課国保年金係で申請し、年金事
務所が審査・承認すると、その期間の保険料の納付が猶予されます。

申請できる方は…　　
●大学(大学院)、短大、高等専門学校、高等学校、専修学校、各種専門学校など、日本年
金機構が認めた学校に在学している方。
●学生本人の前年の所得が118万円以下の方。

学生納付特例の承認を受けると…　　
●学生納付特例の承認期間中に万一の事故や病気で障害が残った場合でも、一定の要件を
満たしていれば「障害基礎年金」が受けられます。
●学生納付特例を受けた期間は、老齢基礎年金を受けるための受給資格期間に算入されま
す。（年金額には反映されません。）
●学生納付特例を受けた期間の保険料は、10年以内であればさかのぼって納付（追納）で
きます。（２年を過ぎると加算金がつきます。）

申請のときに持ってくるものは…　　
●年金手帳
●平成23年度有効の学生証又は在学証明書（コピー可）
●認め印

申請は毎年必要です。 承認期間は、平成23年４月から平成24年３月まで。

<<<　国民年金保険料の納付は口座振替で　>>>
当月末の
口座振替
【早割】

保険料を当月末の口座振替【早割】にすると
月 ５々０円（年間６００円）のお得

毎月、現金で
納付する場合

４
月
分

15,020円

５月末までに納付

◎原則として、初めて口座振替を申し込まれた方の初回は、前月分（割引なし）と当月分（50円割引）の２か
　月分の保険料を引落しさせていただきます。その後は当月分（50円割引）の１か月分の引落しとなります。
◎保険料額は23年度の額です。
●問い合わせ　年金ダイヤル ☎0570－05－1165又は東福岡年金事務所 ☎651－7129
　　　　　　　　　　　　　 粕屋町総合窓口課　国保年金係 ☎938－2311　内線419

★月末が休日の場合は、翌営業日が引落し日となります。

５
月
分

15,020円

６月末までに納付

６
月
分

15,020円

７月末までに納付

口座振替【早割】
にした場合
（５月分からの例）

４
月
分

15,020円
５
月
分

14,970円
６
月
分

14,970円

★６月末に引落し★５月末に引落し

50円割引50円割引 50円割引50円割引
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　これまでは障害年金を受ける権利が発生した当時に、受給権者によって生計を維持してい
る配偶者やお子様がいる場合で、障害等級が１級又は２級に該当する方に加算を行っており
ましたが、４月施行の「国民年金法等の一部を改正する法律」により、障害年金を受ける権利
が発生した後に、生計を維持することになった配偶者やお子様がいる場合にも届出によって
加算を行うことになります。

平成23年４月から
「障害年金加算改善法」が施行されます。
平成23年４月から
「障害年金加算改善法」が施行されます。

平成２３年３月までは平成２３年３月までは

平成２３年４月からは加算の範囲が拡大されます。平成２３年４月からは加算の範囲が拡大されます。
●平成２３年４月１日より前において、受給権発生後に生計を維持する配偶者やお子様を有している場合には、
法施行時（※）から加算の対象となります。
　　※平成２３年３月３１日における生計維持関係を確認することになります。
●平成２３年４月１日以降において、受給権発生後に生計を維持する配偶者やお子様を有することとなった場合
は、その事実が発生した時点（※）から加算の対象となります。
　　※婚姻、出生などの事実が発生した日における生計維持関係を確認することになります。

●問い合わせ
【障害年金加算改善法について】
・年金ダイヤル ☎0570(05)1165又は東福岡年金事務所 ☎(651)7129
【児童扶養手当額や児童扶養手当制度について】
・粕屋町総合窓口課児童扶養手当担当 ☎（938）2311　内線419

障害基礎年金の子加算の運用の見直しと児童扶養
手当との関係について
障害基礎年金の子加算の運用の見直しと児童扶養
手当との関係について

　このたびの法律改正により、障害基礎年金の子加算の範囲が拡大されることで、併せて障害基礎年金の子加
算の運用についても見直しが行われます。
　児童扶養手当は、お子様が障害基礎年金の子加算の対象である場合は支給されませんが、平成２３年４月以
降は、児童扶養手当額が障害基礎年金の子加算額を上回る場合においては、年金受給権者とお子様の間に生計
維持関係がないものとして取扱い、子加算の対象としないことにより児童扶養手当を受給することが可能とな
ります。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

●児童扶養手当と障害年金の子加算の間で受給変更ができる場合とは
　　両親の一方が児童扶養手当法施行令で定める障害（国民年金又は厚生年金保険法1級相当）の状態にある
ことで、配偶者に支給される児童扶養手当と障害年金の子加算で受給変更が可能となります。

●児童扶養手当と障害年金の子加算の間で受給変更ができない場合とは
　　母子世帯や父子世帯の方は、児童扶養手当と障害年金の子加算で受給変更ができません。

　受給権発生時に既に生計を維持する配偶者やお子様を有している場合には、受給権発生時（※）から加算の対象
となります。
　※受給権発生時における生計維持関係を確認していました。
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◎飼主の皆さんルールを
　守ってください。
◎飼主の皆さんルールを
　守ってください。 フンの

放置は

迷惑で
す

●飼い犬の狂犬病予防集団注射を実施します。●飼い犬の狂犬病予防集団注射を実施します。

散歩の際には必ずリードをし、フンは片付け、持ち帰りましょう。
無責任な飼い主のために周りの住人が大変迷惑しています。
もし自分の玄関先や庭にフンがあったらどう思いますか。
今一度考えてください。

☆料金☆　・予防注射料　　３,０５０円
　　　　　・登録手数料　　３,０００円（登録済みの犬は不要）　◎おつりのいらないようにお願いします。
※会場にみえられても、犬の体調によっては注射を受けることができない場合があります。
　（集団注射を受けられない方は、最寄りの動物病院で受けてください）
※狂犬病ワクチンを受けた場合、まれに重い副作用が出る場合があります。
　副作用の詳細については、最寄りの動物病院へお尋ねください。
●問い合わせ　粕屋町役場　環境生活課　☎９３８－２３１１ 内線４９２・４９３　

～狂犬病予防注射は毎年受けなければなりません～

フンの始末は、飼主の義務です。

平成２３年度の北筑昇華苑
（火葬場）の休業日のお知らせ
・火葬炉など点検に伴う休業日
　５月１９日（木）・１０月１４日（金）
・正月に伴う休業日
　平成２４年１月１日（日）
※火葬炉など点検の休業日は毎年変わりますので、
その都度お知らせします。　
●問い合わせ　
　北筑昇華苑組合　☎９４２－１１３６

４月から６月は
春の環境美化作業期間です。

　毎年、各行政区で作業日を決め、お住まい周
辺の草刈りや溝掃除などをしていただいておりま
す。ご近所の方々との交流にもつながりますので、
積極的な参加をお願いいたします。
　なお、詳細は区又は組合の回覧板などでご確認
ください。
（平成22年度参加者数10,683人、前年度比810
人（8.2％）増）

日 班 場　　所 時　　間 班 場　　所 時　　間
酒殿区公民館 １０：００～１０：４０ ＪＲ門松駅前 １０：００～１０：２０
甲仲原区公民館 １１：００～１１：５０ 葛葉ごみ集積所前 １０：４０～１１：１０
上大隈区公民会館 １３：１０～１３：５０ 粕屋フォーラム前 １１：３０～１１：５０

なかのはら防災公園 １３：１０～１３：４０
１４：００～１４：５０

朝日区公民館 １０：００～１０：２０ 江辻区公民館 １０：００～１０：３０
長福公園 １０：４０～１１：００

花ヶ浦区公民館前広場

１0：５０～１１：５０
粕屋中央スポーツ公園 １１：２０～１１：５０ 大隈区公民館

戸原区公民館
１３：１０～１３：５０

志賀神社 １３：１０～１３：５０
原町区公民館 １４：１０～１４：５０
阿恵公園 １０：００～１０：５０ 内橋一区公民館 １０：００～１０：４０
柚須文化センター １１：１０～１１：５０ 粕屋町役場裏 １１：００～１１：５０

川原防火用水前
１３：１０～１３：３０ 内橋三区公民館 １３：１０～１３：４０乙仲原西区公民館
１３：５０～１４：１０ 内橋二区公民館 １３：５０～１４：１０

長者原中区公民館 １４：３０～１４：５０ 若宮区公民館 １４：３０～１４：５０

2

粕屋町役場裏 １４：１０～１４：５０

１４：１０～１４：５０

2

2

4/11
（月）

4/12
（火）

4/13
（水）

1

1

1

平成２３年度　　狂犬病予防集団注射日程表

柚須文化センター
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※電話番号を確認の上、お掛け 
　ください。 

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…）

 http://www.kasuyadome-sc.jp

　　　　　　　　　　 

■体育館　平日　　　　１０：００～２２：００
　　　　　土・日・祝日　９：００～２１：００
　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
※月曜日は休館日となっています。
※祝日営業日は、教室はすべて
　休講となります。

■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０
　　　　　土・日・祝日１０：００～２０：３０

営業時間

こどもスポーツ(対象：小学生)

こども体操教室(小学1～2年生対象)

◎体育館は、予約利用・当日利用ができます。 ★施設利用料（２時間）
バドミントン・卓球・ソフトバレー・バスケット・
フットサル・柔道・剣道など

4月からトレーニング講習会を受けなくても…
☆スタジオ(軽体操室)でのレッスンが受講できます。

・『予約方法』  
　体育館受付にて利用申請書記入＋利用料金をお支払ください。
　アリーナ・武道場の利用時間は2時間からになります。
　予約は利用前日までにお願いします。
　※電話・インターネットでのご予約は承っておりません。
・当日に空きがあれば予約されてなくてもご利用できます。
　※必ずご利用前に電話にて施設の空き状況をご確認ください。

・体育館（当日2時間）及び、武道場
　トレーニング室、スタジオ（軽体操室）
　　300円　一般
　　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　　400円　一般
　　300円　高校生
　　200円　小・中学生･65歳～
　　100円　幼児

◎こども100円スポーツ
　　　　　(火・水・金曜実施）17：00～18：00
　1回100円で参加できるスポーツ教室です。
　火曜…女子（全学年）が対象
　水曜…全学年（男女）が対象
　金曜…1年生が対象

◎ステージ制(月会費制)
　実施種目：バレーボール・フットサル・ハンドボール
◎ブラジリアン柔術(月会費制)
　日時：毎週金曜　17：30～18：50　場所：武道場
※学年などで制限のあるクラスがあります。詳しくはお問い合わせください。
　　
　　　
日時：毎週火曜　17:20～18:30　　
料金：1クール10回　7,000円　　定員：15名

・施設利用料＋300円レッスン(30分)
　プールサイドヨガ＆ストレッチ・リズムウォーキング・
　水泳入門・水中ウォーキング入門

・施設利用料＋400円レッスン(40分)
　きれいに泳ごう
　～バタフライ編～・～背泳ぎ編～・～平泳ぎ編～・
　～クロール編～・シェイプアップアクア

4/12（火）よりスタートします。

　当施設のトレーニング室を初めてご利用される方は、ま
ずトレーニング室講習会の受講をお願いしています。
 【時間帯】
 平　日　①11：00　②13：00　③15：00　④20：00
 土日祝　①11：00　②13：00　③15：00　④17：00
 【料金(初回のみ)】 　 施設利用料＋200円(講習会受講料)
 ※開始10分前までに体育館受付まで
　 体育館シューズ・トレーニングウエアが必要になります。

※受講をご希望される教室開始時間15分前に体育
館受付で登録用紙に記入し、券売機でチケットを
お求めください。

●参加方法
★『レッスンのみ受講の方』
　各レッスン券＋軽体操室利用料
※シルバーレッスン
　(65歳以上)：トレーニング室利用料のみ
　(一般の方)：300円レッスン券＋軽体操室利用料
★『トレーニング室もご利用される方』　
　各レッスン券＋トレーニング室利用料が必要になります。

（ご利用は高校生以上）トレーニング室

　プールでは遊泳コース・自由遊泳コース・歩行コースに
わかれており、幼児プール(水深60ｃｍ)・ジェットプール・
採暖室もあります。
※ご利用の際はプールでは水着・スイミングキャップが必要です。
※幼児(2歳以上で完全にオムツがとれているお子様)
　幼児～小学2年までのお子様は保護者同伴でお願いします。

●参加方法
　各レッスン券＋施設利用料

（25m×7レーン）

クール制の教室

【温水プールなのでいつでも快適に泳げます】

プールアリーナ

・施設利用料のみ　(一般:300円/65歳以上:150円)
　〇みんなでピンポン・・・水･木･金曜14:00～(90分)
　○みんなでシャフルボード・・・火曜11:30～(60分)
●大人はじめてテニス
　【3,000円/月4回の場合】※月単位でのお申し込みになります。
　水曜12:15～(60分)，木曜12:15～(60分)・21:00～(50分)
＊ご利用の際、体育館シューズ・運動できる服装が必要です。

(対象は高校生以上）体育館(アリーナ)

このページに関する問い合わせは、かすやドーム（☎939-5130）又は、ホームページなどでご確認ください。

・ビギナーからのランニング教室
　　日時：金曜19:30～21:00　　
※走りやすい靴・タオル・飲み物などが必要になります。

　４月から第１期がスタートする教室で、３月中旬より受
付を開始いたしました「こども水泳教室」「こどもテニス教
室」「幼児体操教室」「幼児ミニサッカー教室」「幼児鉄棒教
室」「幼児ハンドボール教室」につきましては、定員に空きが
あれば今からでもお申し込みできる場合があります。

スタジオ(軽体操室) （ご利用は高校生以上）

駕与丁公園を個々のペースに合わせて
走ります。いつからでも参加できます。

体育館券売機にて、
チケットをお求めください。

プール券売機にて、
チケットをお求めください。

参
加
方
法

・施設利用料＋200円レッスン(30分)
　ボールトレーニング

・施設利用料＋400円レッスン(60分)
　燃焼エアロ・ヨガ美人・バランスボール・ピラティス・
　格闘技エクササイズ

・施設利用料＋300円レッスン(40分)
　はじめてのヨガ・はじめてのエアロ・はじめてのボール・
　はじめてのステップ・はじめてのピラティス
　ウォーキングエアロ　　　
　ファイティングエアロ・シェイプアップチューブ　　
　ウォーキング体操
　イスで体操 ※シルバー教室}
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■開館時間　　　9：00～22：00
■予約受付時間　9：00～21：00

■ホームページアドレス
　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/shisetsu/sun_top.html

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

4月の催し物
開催日 会場催 事 名

2
日
(土)

3
日
(日)

2
日
(土)

開演 12：30

春のコンサート2011
(ピアノ発表会)

開場  9：00　開演 9：30
唄　さくら祭

問い合わせ カラオケステージ花道

問い合わせ 嗣章の会

問い合わせ 九州共同映画社

☎938-9220

☎938-2492

23
日
(土)
 ・
24
日
(日)

第19回　芸術祭

問い合わせ
スウィングストリートジャズオーケストラ
　090-4900-0537松浦

開場  14：30　開演 15：00
スプリングコンサート

5月の催し物
開催日 会場催 事 名

8
日
(日) 開場  12：00　開演 12：30

ピアノ発表会

Watanabe Piano
　　Spring concert
＜出演＞渡辺　朋子・下坂　留美子
＜曲目＞さくらさくら、アメージング・グレイス
　　　　星の願いを、ピアの絵本（素敵な３人組）
※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び中止
　することがあります。あらかじめご了承ください。

4月16日（土）14：00～

22
日
(日)

28
日
(土)

ゆかたざらい

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

・・・・さくらホール ・・・・多目的ホール

大人 ￥1,500（当日券　￥1,800）
高校生以下 ￥1,000 
    　　※膝抱きできる幼児は無料

☎741-7112

①10：30～12：30　②13：30～15：30

｢いのちの山河　日本の青空Ⅱ｣
上映会

ステージ発表
24日　10:00～

展示
24日　  9:00～17:00
23日　13:00～22:00

問い合わせ　粕屋町文化協会
☎938-3540 鈴木

23日　 13:00～22:00
24日　   9:00～17:00

4月23日(土)・24日(日)　さくらホール・多目的ホール

粕屋町文化協会　第19回芸術祭

サンレイクかすや
DE

入場
無料

たくさんの方のご来場をお待ちしております。

展示

24日　 10:00～ステージ発表

サンレイクかすやからのお知らせ

　ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

主催：粕屋町・サンレイクかすや

日時：3月26日(土)ごろ～ 4月5日(火)ごろまで
　　　　　　　　　　　　　  [4月4日(月：休館日)を除く]

※桜の状況により日程が変わることがあります。
    また、雨天の場合は、中止又は時間を変更することがあります。
    ご了承ください。

時間：午後6時ごろから午後9時ごろまで
場所：サンレイクかすや　広場東側(駕与丁公園側)

　平素より当センターをご利用いただき誠にありがとうござ
います。当センターでは、日ごろより、センター内の清掃や
設備のメンテナンスに努めておりますが、近年、清掃作業、
設備点検及び、補修個所の増加が目立ち始めてきました。そ
のため、これまでは２か月に一度の休館日に集中して作業を
行うようにして参りましたが、

　４月より、毎月１回休館日(第一月曜)を設け、
作業の効率化、短縮化を図りたいと考えています。
(ただし、祝日・特別な事情による場合は第二週目
又は、第三週目の月曜日。)

今年の春もサンレイクの桜が見ごろです。昨年
ご好評
につき

4月4日(月)は休館日です。

フロアコンサートは、２階ラウンジにて開催する
鑑賞無料のコンサートです。お気軽にお越しください。

大人・大学生 ￥1,200(当日券￥1,500)
中高生 ￥800(当日券のみ)
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10：00～18：00（火・水・木・土・日） 
10：00～19：00（金曜日のみ）　 

開館 
時間 

粕屋町立図書館　☎939－4646  
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/ 
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/mobile.html 

問 い合わせ 
HPアドレス 
携帯版ＨＰアドレス 

　４月２３日（土）は、子ども読書の日です。図書館では、楽しいイベントを開催します。ぜひ、この機会に
図書館にお越しください。子ども読書の日講演会として「はなかっぱ」や「まめうしくん」シリーズなどでお
なじみの絵本作家あきやまただしさんの講演会を開催します。楽しいお話がいっぱいです。ぜひご家族でご
参加ください。たくさんの方のご来場をお待ちしています。　
　　日　時　　４月１７日（日）午後２時～午後３時３０分
　　場　所　　粕屋フォーラム２階視聴覚室
　　申込み　　定員１００名　※４月５日（火）から先着順です。お子さんも申し込みが必要です。
　　託　児　　定員１０名（１０か月～未就学児）　※要申込み、先着順　電話申込み可

子ども読書の日講演会「あきやまただしの絵本ライブ」子ども読書の日講演会「あきやまただしの絵本ライブ」

★今月のおはなし会★

春の こどもシネマ

あかちゃん向け
１日、１５日（金曜日）　午前１１時～・午前１１時３０分～
ちいさい子向け
８日、２２日（金曜日）　午前１１時～・午前１１時３０分～
おおきい子向け
２日・９日・１６日・２３日（土曜日）　午前１１時～
小学生向け　３日　（第１日曜日）　午後３時～
　　　場　所：図書館おはなしの部屋

毎月２３日は、粕屋町読書の日です。
この機会にテレビを消して
読書に親しむ習慣をつくりましょう。

入場無料
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　みなさんの一針で「星座と宇宙ステーション」のタ
ペストリーをつくりましょう。図書館子どもコーナー
にて３日間開催します。ぜひご参加ください。
期　間：４月１５日（金）～１７日（日）
時　間：午前１０時３０分～午後４時３０分
協　力：布で遊ぶおひさまの会の皆さん

４月２４日（日）　場　所：粕屋フォーラム２階視聴覚室
○午前１１時～　ちいさい子向け　
あきやまただし原作 「あしなが」ほか　約３０分
○午後２時～　　小学生向け　
シャルル・ペロー原作　アニメ「長靴をはいた猫」　約
８０分
※年齢にかかわらず、どちらの作品にも参加できます。
上映作品は変更になることがあります。

◎雑学セミナーの講師を募集します
　今年度、図書館雑学セミナーにて講師をしてくださ
る方を募集しています。自薦他薦は問いません。詳しく
は、図書館までお尋ねください。

全国訪問「おはなし隊」のキャラバンカーが、５月１日
（日）に図書館にやって来る！！おみやげもありますよ
♪
○午後２時３０分～午後３時　キャラバンカー見学
　場　所：図書館駐車場せせらぎ公園側
○午後３時５分～午後３時３５分　おはなし会
　場　所：粕屋フォーラム２階視聴覚室

週末のミニシアター
上映作品：「奇跡の人」　１９６２年　アメリカ映画
　　　　　１０６分　モノクロ
日　　時：４月９日（土）午後２時～
場　　所：粕屋フォーラム２階視聴覚室
監　　督：アーサー・ペン
出　　演：アン・バンクロフト、パティ・デュークほか
　三重苦を克服した偉人へレン・ケラー、彼女の人生
を奇跡に変えたアニー・サリバン、二人の愛と葛藤を描
く感動の実話。

☆４月より、金曜日のおはなし会が二部制になります！
　いつも図書館のおはなし会にたくさんのご参加あり
がとうございます。４月から金曜日の「あかちゃん向
け」「ちいさい子向け」おはなし会は、午前１１時からと
午前１１時３０分から、同じ内容で２回行います。当日
の開館後、子どもカウンターにて各回２０組に先着順
に整理券をお配りします。参加したい時間帯の整理券
をもらってください。よろしくお願いします。

楽しい「おはなし」をたくさん載せて

館内整理日

休館日

休館日

休館日

休館日

日 火月 木水 金 土

4 が つ は、休館日です。

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29
振替休館日
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『
平
成
23
年
度 
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
』

及
び
『
試
験
準
備
講
習
会
』
の
お
知
ら
せ

　

危
険
物
取
扱
者
の
資
格
は
、
一
定

数
量
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
又
は

取
扱
う
工
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、

石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
な
ど
の
施
設
で
危
険
物
を
取
扱
う

と
き
に
必
要
で
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
日
時　

６
月
19
日（
日
）　

午
前
10

時（
開
始
）

●
会
場　

九
州
産
業
大
学

●
試
験
種
目　

全
種
類

●
受
付
期
間　

　
【
書
面
申
請
期
間
】
４
月
18
日（
月
）

　

〜
５
月
２
日（
月
）

　
【
電
子
申
請
期
間
】
４
月
15
日（
金
）

　

〜
４
月
29
日（
金
）

●
受
験
料

　

甲
種
５
、
０
０
０
円
・

　

乙
種
３
、
４
０
０
円
・

　

丙
種
２
、
７
０
０
円

●
願
書　

４
月
７
日（
木
）（
予
定
）

　

よ
り
粕
屋
南
部
消
防
本
部
、
南
部
消

防
署
、
中
部
消
防
署
に
て
配
布
い
た

住宅用火災警報器を設置しましたか!!
～家庭内での火災を警報ブザーや音声等で知らせます～

救急車 本当に必要ですか？
～救急車の適正利用にご協力お願いします。～

守
れ
ま
す
か
？
大
切
な
命

着
衣
の
着
火
に
注
意
！

〜
定
期
普
通
救
命
講
習
会
の
ご
案
内
〜

平成２３年度定期普通救命講習会の日程

開催日

５月２１日（土）

８月２０日（土）

１１月１９日（土）

平成２４年２月１８日（土）

開催場所

中部消防署

南部消防署

中部消防署

南部消防署

所在地

粕屋町上大隈５５－１

志免町田富１７０番地

粕屋町上大隈５５－１

志免町田富１７０番地

し
ま
す
。

●
受
験
願
書
の
提
出
先
及
び
問
い
合

　
わ
せ
先　

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
２
８
２

－

２
４
２
１
）

試
験
準
備
講
習
会

●
日
時
　
６
月
４
日（
土
）
午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時

●
会
場　

消
防
本
部　

４
階
研
修
室

●
講
習
科
目　

乙
種
第
四
類

●
受
講
料
　
一
般
…
５
、
４
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

　

防
災
協
会
会
員
…
４
、
９
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

●
受
付
　

　

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係　
　

　

４
月
６
日（
水
）（
予
定
）
〜
６
月

　

３
日（
金
）
平
日
の
み（
午
後
５
時

　

ま
で
）

　

た
だ
し
、
60
名
に
な
り
し
だ
い
締

　

切
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
予
防
課
ま
で　

 

　
（
☎
９
３
５

－

６
３
８
９
）

　

平
成
23
年

度
の
定
期
普

通
救
命
講
習

会
を
下
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。
内
容
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

人
工
呼
吸
、
A
E
D
の
操
作
方
法
な

ど
、
命
を
救
う
た
め
に
必
要
な
知
識

や
方
法
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く
た

め
、
座
学
や
人
形
を
使
っ
た
実
技
な

ど
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

　

大
切
な「
命
」
を
守
る
た
め
、
あ
な

た
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
数　

30
名（
受
講
料
無
料

／
修
了
証
発
行
）

●
募
集
期
間　

適
宜
予
約
受
付
い
た

し
ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

●
受
講
予
約　

お
電
話
で
各
消
防
署

ま
で

●
講
習
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

（
３
時
間
講
習
）

●
受
講
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
南
部
消
防
組
合　

　

南
部
消
防
署　

☎
９
３
５

－

５
１

１
１

　

中
部
消
防
署　

☎
９
３
８

－

３
２

１
６

　

着
衣
着
火
の
火
災
は
季
節
を
問
わ

ず
全
国
で
多
く
発
生
し
、
毎
年
多
数

の
死
傷
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

着
衣
着
火
の
多
く
が
ガ
ス
テ
ー
ブ

ル
で
、
3
口
タ
イ
プ
の
ガ
ス
テ
ー
ブ

ル
で
奥
の
コ
ン
ロ
に
手
を
伸
ば
し
た

時
や
、
あ
ふ
れ
火
で
多
く
の
火
傷
者

が
出
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
タ
バ
コ
の
火
が
ス
カ

ー
フ
に
着
火
し
た
事
例
や
仏
壇
の
ロ

ー
ソ
ク
の
火
が
エ
プ
ロ
ン
に
つ
い
た

事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
火
口
が
複
数（
手
前
と
奥
）
あ
る
コ

ン
ロ
の
奥
の
火
口
を
使
用
す
る
と

き
は
、
手
前
の
火
口
を
消
す
こ
と
。

●
袖
、
裾
の
広
が
っ
た
衣
服
を
着
用

し
て
調
理
を
し
な
い
。

●
燃
え
に
く
い
素
材
の
衣
類
を
着
用
す
る
。

（
防
炎
製
品
が
最
も
効
果
的
で
す
）

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
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●
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
防
護
枠
を
取
り

付
け
る
。

「
表
面
フ
ラ
ッ
シ
ュ
と
は
？
」

　

衣
類
の
表
面
を
火
が
走
る
現
象
で
、

表
面
に
綿
、
レ
ー
ヨ
ン
な
ど
の
毛
羽

の
あ
る
も
の
に
発
生
し
や
す
く
冬
の

パ
ジ
ャ
マ
類
な
ど
は
起
毛
が
あ
り
袖

口
も
広
く
危
険
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
逆
に
ウ
ー
ル
製
品
な
ど
は
燃
え
に

く
く
臭
い
が
す
る
の
で
気
付
き
や
す

い
と
さ
れ
、
ま
た
、
体
に
フ
ィ
ッ
ト

す
る
衣
類
も
燃
え
に
く
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。）

●
衣
服
に
火
が
着
い
た
ま
ま
走
ら
な

い
。（
か
え
っ
て
火
が
大
き
く
な

る
。）　　

●
風
呂
場
、
台
所
、
花
瓶
の
水
な
ど

身
の
回
り
の
手
近
の
水
で
直
ち
に

火
を
消
す
。

●
や
け
ど
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
水
道

水
で
冷
や
し
続
け
る
。

●
倒
れ
て
転
が
る
。

●
顔
を
守
る
。

★
着
衣
着
火
は
注
意
に
よ
り
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
お
年
寄
り
は「
炎
が
見
え
づ

ら
い
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

衣
服
に
着
火
し
て
し
ま
っ
た
ら

水
が
無
い
場
合

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.85

経
営
な
ん
で
も
相
談
会

開
催

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時　

４
月
20
日（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

■
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
粕
屋
町
商
工
会

　

☎（
９
３
８
）
２
４
５
６

※

相
談
は
無
料
。
守
秘
義
務
を
遵

守
致
し
ま
す
。

　

粕
屋
町
商
工
会
工
業
・
建
設
業

部
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
住
宅
の

ち
ょ
っ
と
し
た
修
理
な
ど
を
手
間

賃
無
料
で
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
く

地
域
貢
献
事
業（
住
宅
修
理
奉
仕

活
動
）
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の

皆
さ
ま
へ
の
ご
愛
顧
に
応
え
る
と

と
も
に
、
ご
高
齢
の
方
々
が
い
き

い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
心

豊
か
な
住
み
よ
い
町
」
を
目
指
し
、

奉
仕
活
動
に
賛
同
す
る
協
力
会
員

22
社
に
よ
り
実
施
し
た
も
の
で
、

お
申
し
込
み
13
件
の
内
、
奉
仕
作

業
と
し
て
９
件
、
奉
仕
作
業
の
要

件
に
合
わ
な
い
依
頼
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
内
の
信
頼
の
お
け
る
会

員
事
業
者
を
紹
介
し
ま
し
た
。
住

ま
い
の
事
で
お
困
り
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
町
内
事
業
者
を
ご
紹
介

し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

商
工
会
で
は
、
新
た
な
事
業
活

動
で
の
経
営
向
上
と
経
営
革
新
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
小
企
業
を
支

援
し
ま
す
。

■
経
営
革
新
の
目
的

　

①
自
社
の
現
状
や
課
題
を
見
極

め
た
い
！

　

②
自
社
の
業
績
を
ア
ッ
プ
さ
せ

た
い
！

　

③
自
社
の
経
営
向
上
を
図
り
た

い
！

■
新
た
な
事
業
計
画

　

①
新
商
品
の
開
発
や
生
産

　

②
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
提
供

　

③
商
品
の
新
た
な
生
産
方
式
や

販
売
方
式
の
導
入

　

④
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
提
供
方

法
の
導
入
そ
の
他
の
新
た
な

事
業
活
動

※

経
営
内
容
に
適
し
た
専
門
家
を

派
遣
し
支
援
致
し
ま
す
。

工
業
・
建
設
業
部
会　

地
域
貢
献
事
業

（
住
宅
修
理
奉
仕
活
動
）
報
告

中
小
企
業
の
経
営
革
新
を

支
援
し
ま
す
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　平成23年度の「粕屋町まちづくり出前講座」のメニューが決まりました。
　申込方法など詳しくは、粕屋町のホームページをご覧になるか、役場・健康セン
ター・粕屋フォーラム・サンレイクかすやに置いています案内チラシをご覧ください。

あなたの知りたいこと、出前いたします

「粕屋町まちづくり出前講座」

平成23年度　粕屋町まちづくり出前講座メニュー

（注）※１・※３の講座は、派遣できない期間があります。　※２の講座は、８月～10月の期間のみ可能。
●問い合わせ
　粕屋町協働のまちづくり課　☎938-2311　内線262又は、☎938-0173（課直通）へ

NO. 講座名

あかるい選挙 あなたの一票が未来を変える 選挙制度の概要・粕屋町の投票率 総務課１

わかりやすい予算 町の財布の中身は？ 粕屋町の財政状況 経営政策課２

これからのまちづくり ～地域主権・協働・行政経営～ 総合計画（マスタープラン）の説明 経営政策課３
固定資産税（土地・家屋編）※１ 固定資産税の基礎知識 土地・家屋の評価、課税と納税 税務課・収納課４

粕屋町の都市計画 かすやまちのまちづくり 土地利用や建物の建て方のルールについて 都市整備課16
水がささえる豊かな未来 安全・安心な水ができるまで 福岡導水と粕屋町の水事情 上下水道課17

粕屋町の歴史※３ 各地域の歴史を探る 各行政区に応じた粕屋町の歴史について解説 社会教育課20

おはなし会 読書で心豊かに 絵本などの読み聞かせ 社会教育課21

地域防犯活動 安全で安心して暮らせるまち
づくり

・防犯活動に関するノウハウ
・様々な安全対策の習得

協働の
まちづくり課６

高齢者の事故防止 自分の命は自分でまもる ・高齢者交通事故死者の特徴
・事故形態（事例）と原因

協働の
まちづくり課７

捨てればゴミ、活かせば資源
い

ゴミを減らそう！ ・ゴミの現状や分別と資源利用
・集団回収とリサイクルボックス 環境生活課14

待ったなし！地球温暖化対策 みどり豊かな美しい地球を
未来へ継承するために

・地球温暖化の原因と影響
・あなたも省エネ生活を

環境生活課15

下水道の役割 知っておこう、下水道につい
ての知識

・粕屋町の下水道
・下水の再生について

上下水道課18

おもちゃづくり体験 リサイクルクラフト ご家庭にある、ラップの芯・ストローなどの
身近な物で、遊べるおもちゃが作れます。

社会教育課19

地域包括支援センターをよく
知ろう

地域包括支援センターの
活動・役割

・介護予防事業、総合相談など
・地域の関わりについて

介護福祉課10

町県民税（住民税）※２ 町県民税の基礎知識 ・町県民税とは
・町県民税の課税方法や内容と納税 税務課・収納課５

いのち輝け
　子どもとともに　育つまち 子育て支援事業って何？

ブックスタート事業、つどいの広場、親子
サロン、ファミリー・サポート・センター
事業などの粕屋町の子育て支援事業の紹介

子ども
未来課８

認知症を知ろう！ 誰もが安心して暮らせるまちに
・認知症とは？
　認知症の病気の理解、老化の「物忘れ」と認
　知症の「物忘れ」の違い

介護福祉課９

生活習慣病予防　パート１
健康かすや21（食チーム）

本当に生活習慣病は予防
できるのです

・生活習慣病とは？
・予防する具体的方法について
・脂肪が多く含まれる食品など
（時間・人数・対象によって内容などを調整できます）

健康
づくり課11

生活習慣病予防　パート２
健康かすや21（甘味飲料チーム）

健康づくりは、甘くない！
飲みすぎに注意しましょう

・甘味飲料（ジュースなど）の害について
・甘味飲料に含まれる砂糖の量展示
（時間・人数・対象によって内容などを調整できます）

健康
づくり課

12

子どもの健康づくり
（メタボ予防子ども編）

生活習慣病予防は
子どもから！

・生活習慣病について
・お菓子などに含まれる塩分・油・砂糖の含有
  量について
・ジュースの害や砂糖含有量などについて
（時間・人数・対象によって内容などを調整できます）

健康
づくり課13

サブタイトル 講座内容 所管課
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今
回
、
粕
屋
東
中
学
佼
の
30
周

年
式
典
で
太
鼓
を
た
た
か
せ
て
頂

き
色
々
な
体
験
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
ふ
う
が
て
ん
し
ょ

う
」
で
は
長
ど
う
太
鼓
を
た
た
き
、

一
打
一
打
思
い
を
込
め
な
が
ら
た

た
き
メ
ン
バ
ー
の
仲
間
た
ち
と
顔

を
見
合
わ
せ
な
が
ら
表
情
も
豊
か

に
で
き
ま
し
た
。「
V
O
Y
A
G
E
」

で
は
初
め
て
の
マ
ル
チ
を
さ
せ
て

頂
き
色
々
困
難
も
あ
り
、
前
日
の

リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
本
当
に
明
日
の

式
典
で
い
い
演
奏
が
で
き
る
か
ど

う
か
不
安
で
し
た
が
、
本
番
で
は

無
事
に
演
奏
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
式
典
の
後
、
東
中
に

い
る
西
小
学
校
出
身
の
人
が
10
分

休
み
の
合
間
に
わ
ざ
わ
ざ
私
の
所

に
来
て
く
れ
て「
か
っ
こ
よ
か
っ

た
!
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
言
葉
が
と
っ
て
も
う
れ
し
く
て

ち
ょ
っ
と
自
信
が
持
て
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
か
ら
自
分
の
失
敗
し
て

し
ま
っ
た
所
を
少
し
ず
つ
改
善
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
イ
ア
の
響　

粕
屋
中
学
校
1 

年　

佐
伯
麻
衣

　

僕
は
小
学
校
1 

年
か
ら『
ガ
イ

ア
の
響
」 

で
和
太
鼓
を
や
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
数
多
く
の
行
事
や
地

域
の
祭
り
な
ど
に
出
演
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
県
大
会
で
は
３

位
も
獲
得
し
九
州
大
会
に
向
け
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
粕

屋
東
中
学
校
の「
30 
周
年
記
念
式

典
」
の
大
き
な
舞
台
に
た
た
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
舞
台
の
話

が
決
ま
っ
た
と
き
は
び
っ
く
り
し

て
、
練
習
時
間
も
短
く
、
や
っ
た

こ
と
の
な
い
大
太
鼓
を
た
た
く
こ

と
に
な
り
心
配
で
本
番
で
は
う
ま

く
で
き
る
か
な
あ
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
精
一
杯
た
た
く
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

周
囲
か
ら
の
評
判
も
良
く「
上
手

か
っ
た
ね
」「
か
っ
こ
よ
か
っ
た

ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
よ
う
な

大
変
大
き
な
舞
台
に
立
た
せ
て
も

ら
っ
て
と
て
も
緊
張
し
た
け
ど
、

練
習
の
成
果
が
出
て
良
か
っ
た
で

す
。
九
州
大
会
に
向
け
て
精
一
杯

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
、
九
州

で
有
名
に
な
れ
る
よ
う
な
チ
ー
ム

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ガ
イ
ア
の
響　

粕
屋
東
中
1 

年　

藤
原
直
輝

No.124

粕
屋
束
中
学
校
の「
30
周
年
式
典
」
で
演
奏
し
て

「
電
話
相
談
に
お
け
る

傾
聴
」
の
講
演
を
聞
い
て

　
「
広
報
か
す
や
」・「
議
会
だ
よ
り
」・

「
社
協
だ
よ
り
」
を
私
た
ち「
パ
ー
ル

会
」
で
朗
読
し
、
録
音
テ
ー
プ
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
な
ど
に
よ
り
文
字
が
見
え
に

く
い
方
・
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

テ
ー
プ
は
、
粕
屋
町
役
場
１
階
町

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

図
書
館（
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
に
置
い

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

か
す
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 　

☎（
９
３

８
）
８
８
３
５
又
は
、
各
施
設
へ

「
広
報
か
す
や
」
ほ
か
の

録
音
テ
ー
プ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

１
月
15
目
、
産
業
医
科
大
学
精

神
医
学
教
室
の「
宮
川
治
美
氏
」
の

講
演
を
聞
い
て
傾
聴
の
意
義
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
相
手
の

心
を
癒
し
孤
独
感
や
不
安
、
隠
れ

た
思
い
を
聴
く
こ
と
で
求
め
て
い

る
も
の
が
分
か
る
と
本
当
の
援
助

が
で
き
る
こ
と
、
相
手
の
気
持
ち

が
落
ち
着
き
、
整
理
さ
れ
自
分
で

解
決
す
る
カ
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
事
で
す
。
き
く
に
は
聞

く
・
訊
く
・
聴
く
が
あ
る
そ
う
で

す
が
私
は
し
お
ん
の
会
で
独
居
老

人
の
方
に
お
電
話
し
て
安
否
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お
話
相
手
を
し
て
聞
く
事
に
過
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

聴
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
今
回
の「
傾
聴
」
の
講
演

は
大
変
勉
強
に
な
り
、
他
の
事
で

も
聴
く
こ
と
に
心
が
け
て
い
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
お
ん
の
会　

箱
田　

慶
子
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平
成
23
年
２
月
11
日
須
恵
ア
ザ
レ

ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
西
日
本
新
聞

社
後
援
の
第
19
回
糟
屋
地
区
対
抗
親

部
　
の
　
紹
　
介

善
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
雪
が
ち
ら
つ
く
寒
い
中
、
中
嶋
須

恵
町
長
、
県
議
等
の
祝
辞
の
後
各
町

よ
り
選
出
さ
れ
た
11
名
に
よ
る
対
抗

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
目
勝
ち
、
半
目
負
け
等
小
差
の

試
合
や
大
勝
、
大
敗
な
ど
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
左
記
の
戦
績
で
粕

屋
町
が
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。

一
回
戦　

須
恵
町　

９
勝
２
敗

二
回
戦　

篠
栗
町　

７
勝
４
敗

三
回
戦　

新
宮
町　

６
勝
５
敗

Ａ
パ
ー
ト
代
表　

粕
屋
町

Ｂ
パ
ー
ト
代
表　

古
賀
市

決
勝
戦
は
粕
屋
町　

７
勝
４
敗
で
優
勝

●
参
加
選
手

　

伴　
　

勝
宣　
　

長　
　

義
寛

　

澤
田　

豊
司　
　

長
野　

兵
馬

　

草
場
喜
代
美　
　

河
野　

道
雄

　

八
島　

勝
麿　
　

原　
　

康
則

　

山
下　

昌
彦　
　

丸
山　
　

厚

　

平
田　

健
也

　

粕
屋
町
文
化
協
会
の
水
彩
画
教
室

は
平
成
６
年
に
中
野
博
文
先
生
が
初

代
講
師
と
し
て
旧
中
央
公
民
館
で
開

講
さ
れ
た
由
。
そ
れ
以
来
描
き
続
け

て
来
ら
れ
た
田
代
ウ
メ
ノ
氏
の
作
品

26
点
と
教
室
の
仲
間
た
ち
の
作
品
23

点
を
サ
ン
レ
イ
ク
ホ
ー
ル
の
壁
面

い
っ
ぱ
い
に
展
示
し
、
粕
屋
町
長
篠

﨑
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
か
ら
元
気
を

い
っ
ぱ
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て

嬉
し
い
事
に「
私
も
絵
を
描
い
て
み
た

い
」と
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。
小
雪
が

ち
ら
つ
く
寒
い
中
を
ご
支
援
頂
い
た
多

く
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
彩
画
教
室　

代
表　

吉
原
大
恵

　

工
房
Ｍ
は
ち
ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
な

女
性
の
為
の
癒
し
系
の
ア
ー
ト
教
室

で
す
。
人
気
の
陶
芸
・
染
織
教
室
に

加
え
、今
話
題
の「
手
染
め
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
」
も
ス
タ
ー
ト

し
、
町
内
外
の
若
い
新
人
さ
ん
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
お
庭
の
花
を
枯
れ

な
い
本
物
の
花
に
加
工
し
、
美
し
い

色
に
染
め
て
生
け
る
と
い
う
、
九
州

で
も
未
だ
珍
し
い
技
術
を
２
時
間

×

月
２
回
３
、
５
０
０
円
で
、
と
っ

て
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
学
べ
ま
す
。

　

毎
回
制
作
後
は
ス
テ
キ
な
自
作
品

を
前
に
美
味
し
い
お
菓
子
で
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
。「
あ
〜
、
幸
せ
♪
」
と
お

し
ゃ
べ
り
も
弾
み
、
皆
さ
ん
ニ
コ
ニ

コ
で
す
。

　

３
月
19
日
〜
４
月
３
日
は
海
の
中

道
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
展
を
開
催
。

　

４
月
25
日
〜
５
月
１
日
は
天
神
の

ア
ク
ロ
ス
福
岡
２
階
匠
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て「
松
尾
無
蔵
・
松
尾
ま
さ
こ
の

世
界
展
」（
正
午
か
ら
プ
チ
体
験
講

座
あ
り
）
が
開
か
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

☎(

９
３
８)

７
２
７
２

●
ブ
ロ
グ（
講
師
紹
介
・
教
室
詳
細
）

h
ttp
://a
m
e
b
lo
.jp
/ko
u
b
o
u
m
/

　

私
た
ち
の
教
室
は
、
幅
広
い
年
齢

層
と
地
域
か
ら
の
参
加
で
楽
し
く
練

習
し
て
い
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
仲
間
で

す
。
優
雅
な
曲
に
魅
せ
ら
れ
て
、
し

な
や
か
な
心
で
、
ま
た
、
テ
ン
ポ
の

早
い
曲
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も

色
々
な
曲
の
踊
り
を
習
得
し
て
い

き
、
発
表
会
、
芸
術
祭
、
バ
ラ
祭
り

や
地
域
で
の
催
し
へ
出
場
し
て
い
ま

す
。
文
化
協
会
員
と
し
て
の
よ
さ
こ

い
祭
り
へ
の
参
加
は
新
し
い
経
験
で

し
た
。
病
院
、
施
設
へ
の
慰
問
を
通

し
て
楽
し
い
交
流
も
あ
り
ま
す
。
笑

顔
、
笑
顔
を
心
が
け
美
し
い
ド
レ
ス

を
着
け
て
踊
る
事
は
、
全
身
運
動
と

共
に
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
と
て
も
い

い
も
の
で
す
。
興
味
を
お
持
ち
の

方
、
気
軽
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

●
練
習
日　

火
曜
日　

午
後
８
時
〜

午
後
10
時

●
練
習
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
問
い
合
わ
せ

　

講
師　

原
田
香
代
子

　

☎(

９
３
８)

３
４
９
０

　

代
表
者　

赤
星
幸
子

　

☎(

６
９
１)

３
４
９
１

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。 
No.231

第
19
回
糟
屋
地
区

　

対
抗
親
善
囲
碁
大
会

粕
屋
囲
碁
会
優
勝

水
彩
画
教
室
の
仲
間
た
ち
と

田
代
ウ
メ
ノ
水
彩
画
展
を
終
え
て

文化協会参加行事です。
●総会　４月17日（日）午後１時～　サンレイク多目的ホール
●舞台関係リハーサル　４月23日午後１時～
　　　　　本　　　番　　　25日午前10時～午後５時
●展示部門　展示開始　４月23日午後１時～24日　午後５時まで

工
房
Ｍ

陶
芸
・
染
織
・
プ
リ
フ
ラ

フ
ラ
サ
ー
ク
ル

カ
、
マ
イ
レ
粕
屋



　町内にお住まいの婦人であれば
どなたでも歓迎します。地域に関
係なく個人で加入いただけます。
お気軽にお尋ねください。お待ち
しています。
●連絡先　☎939－2039 森まで

４月の行事予定

女性のつどい
２月６日（日） 10：00～ サンレイクかすや

　講師　太田愛子さんに「太田宏介～未知の可能性を求
めて」と題して講演をしていただきました。知的障がい
と自閉症をもつお子さまのお母さんの心の葛藤は計り知
れないものでしょう。太田宏介さんが大好きな絵を描く
ことで自立を目指していらっしゃいます。家族の支えの
様子をうかがい、熱い思いを感じました。続いて、工藤
真美＆スリービーンズの皆さんによるコンサートで「母
と子　そして愛の歌」ピアノのソロ・コーラスなど13
曲の演奏でした。当日は
ご来賓の皆さまお忙しい
中ありがとうございまし
た。また今回はたくさん
の一般の皆さんのご来場、
ありがとうございました。

あいさつ運動
２月15日（火） ７：50～ 各小中学校

屋外研修「福岡コロニー見学」
２月８日（火） ９：00～ 社会福祉法人 福岡コロニー（新宮町）

　福岡コロニーは「ねこやなぎ」（婦人会
機関誌）発行の際にはいつもお世話にな
っていますが、久々に施設の見学をさせ
ていただきました。障害福祉サービス事
業所のコロニーは印刷、さをり織り、製麺、
ハンガーリサイクル、陶芸、食品加工（パ
ン、菓子）就労移行支援など、個性を大
切に自立支援が行われています。

独り暮らし高齢者お弁当作り
２月17日（木） ８：30～ サンレイクかすや

　お弁当作りの後、ミニミニ料理教室をしました。
お手伝いをして一品覚えて帰りませんか。楽しい
ですよ。

あいさつ運動
　７：50～　各小中学校
独り暮らし高齢者お弁当作り
　８：30～　サンレイクかすや

４月15日（金）

４月22日（金）

21

冬
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

２
月
20
日(

日)

、
粕
屋
西
小
学
校

体
育
館
に
て「
冬
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の

こ
の
行
事
は
青
年
団
の
O
B
の
方
と

一
緒
に
行
う
数
少
な
い
行
事
の
一
つ

で
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ド
ッ
ヂ
ボ

ー
ル
と
い
っ
た
運
動
か
ら
、
ク
イ
ズ

で
頭
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
ま
で
、
体
と

頭
を
存
分
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
入
団
員
と
O
B
の
方
が
触
れ

あ
う
機
会
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、
こ

う
い
っ
た
機
会
に
一
緒
に
活
動
が
で

き
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

新
入
団
員
募
集

　

粕
屋
町
青
年
団
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
粕
屋
町
に
在
住
の
十
八

歳
〜
二
十
四
歳
ま
で
の
方（
男
女
問
わ
ず
）
な
ら
誰
で
も
入
団

で
き
ま
す
。
青
年
団
の
活
動
に
少
し
で
も
興
味
を
も
っ
て
く

だ
さ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
） ka

su
ya
_yo
u
th
_sta

ff@
ya
h
o
o
.c
o
.jp

女
子
研
修

　

 

青
年
団
の
女
子
団
員
で
、「
ヨ
ガ
」

を
体
験
し
ま
し
た
。
普
段
使
う
こ
と

の
な
い
筋
肉
や
体
の
筋
を
伸
ば
し
、

激
し
い
動
き
で
は
な
い
の
に
、
た
く

さ
ん
汗
を
か
き
ま
し
た
。
終
わ
っ
た

後
に
は
、
と
て
も
体
が
楽
に
な
り
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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No.81

平成２３年度　子ども会リーダー・子ども会指導者研修会（予定）平成２３年度　子ども会リーダー・子ども会指導者研修会（予定）
　粕屋町子育連では、平成２３年度の子ども会リーダー及び子ども会指導者研修会を下記の
とおり計画いたしております。
　これらの研修会は、「子どもの手による、子どもたちの子ども会」を実現するために開催い
たします。
　研修会では、
　・中学生・高校生のジュニア・リーダーの指導によるレクリエーション
　・グループによるワークショップ
　・講師による講演
などの遊びや交流を通して、
　・子ども会など団体活動・生活における基本知識を学ぶ
　・子ども会リーダーとしての知識・技術を身につける
　・それを支援する子ども会指導者としての知識・役割を認識してもらう
ことによって、子どもたち自身で計画・運営する「子どもの手による子ども会活動」の発展を
目的としております。

研修会予定
●第１回リーダー研修会　５月　８日（日曜日）　県立社会教育総合センター
●第２回リーダー研修会　６月１８・１９日（土・日曜日）
●第３回リーダー研修会　９月２３日（祝日）
●第４回リーダー研修会　平成２４年３月１７・１８日（土・日曜日）
※利用施設等の都合により変更になる場合があります

※対象者
　・子ども会リーダー研修・・・町内に住む小学５･６年生
　・子ども会指導者研修・・・育成会長などの子ども会指導者
※子ども会リーダー研修に参加した（第２回研修会を計２回の参加者）
　小学６年生には「粕屋町ジュニア・リーダー初級認定証」
　小学５年生には「子ども会リーダー研修会修了証」を授与します



《
み
ん
な
で
創
ろ
う
 

  
ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》 

〜
わ
た
し
た
ち
の
か
す
や
〜

　

ま
ち
づ
く
り
は
ま
ち
の
わ
た
し

た
ち
が
協
力
し
て
で
き
る
こ
と
で

す
。
年
末
に
日
本
中
に
現
れ
た
タ

イ
ガ
ー
マ
ス
ク
に
よ
る
支
援
の
話

題
や
、
年
頭
に
大
雪
で
立
ち
往
生

し
て
い
た
車
列
の
人
に
、
近
く
の

人
た
ち
が
温
か
い
支
援
を
し
た
話

を
聞
い
て
、
そ
ば
に
い
る
人
が
ほ

ん
の
少
し
手
助
け
を
す
れ
ば
、
世

の
中
が
温
か
く
な
る
こ
と
を
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
匿
名
で
あ
る
と

い
う
の
は
、
こ
の
程
度
の
こ
と
し

か
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
け
ど
、
で

き
る
こ
と
を
し
て
あ
げ
た
い
と
い

う
優
し
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
方
も
、
そ
の
よ
う
な
優
し
さ

を
持
っ
て
い
る
人
で
す
。

〜
ご
近
所
づ
き
あ
い
〜

　

住
民
意
識
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
ご
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
は
、

平
成
４
年
か
ら
12
年
の
間
で
、
お

互
い
の
家
を
訪
問
す
る
こ
と
を
し

な
く
な
り
、
会
え
ば
世
間
話
を
し

た
り
、
あ
い
さ
つ
程
度
を
す
る
と

い
っ
た
よ
う
に
消
極
的
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
平
成
22
年
に
な
る

と
、
世
間
話
も
し
な
く
な
っ
て
、

あ
い
さ
つ
程
度
を
す
る
、
つ
き
あ

い
は
な
い
と
い
っ
た
方
向
に
変
化

し
て
い
ま
す
。
地
縁
と
い
う
人
間

関
係
の
段
階
的
な
希
薄
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

お
互
い
の
家
を
訪
問
す
る
親
密

な
近
隣
関
係
を
持
つ
人
の
割
合
は

11
％
で
す
が
、
70
歳
以
上
の
女
性

で
は
30
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

会
え
ば
世
間
話
を
す
る
人
の
割
合

は
全
体
で
30
％
で
す
が
、
男
性
の

25
％
に
対
し
て
女
性
は
34
％
と
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
他
方
、
つ
き

あ
い
が
な
い
と
い
う
人
の
割
合
は
、

20
歳
代
の
人
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
若
い
人
が
入
っ
て
こ
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
若
い

人
を
招
き
入
れ
る
雰
囲
気
が
薄
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
こ
の
欄
で
は
、
平
成

22
年
度
に
粕
屋
町
が
実
施
し
た

「
生
涯
学
習
に
関
す
る
住
民
意
識

調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て
、
概
要

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
社
会
教
育
委
員
の
会
】

　

優
良
運
転
者
表
彰
申
請
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、
申
請
さ
れ
る
方
は

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
さ
れ

て
も
表
彰
数
に
は
、
一
定
の
枠
が
あ

り
ま
す
の
で
、
表
彰
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

●
必
要
書
類

▽
優
良
運
転
者
表
彰
申
請
書

　
（
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協
会
・
粕
屋

　

町
役
場
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
に

　

準
備
）

▽
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書

　
（
４
月
１
日
以
降
発
行
の
も
の
）

　
○

無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
は
、
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
で
発
行

し
て
い
ま
す
。

　
○

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

　
（
福
岡
県
警
察
本
部
内
）

　

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７
番
７
号

　

☎(

６
４
１) 

６
３
６
４

〈
注
〉
右
記
セ
ン
タ
ー
で
直
接
手
続

さ
れ
ま
す
と
、
土
・
日
・
祝
日
を

除
い
て
４
日
間
程
度
で
証
明
書
が

交
付
さ
れ
ま
す
が
、
郵
便
振
替
の

方
法
で
は
、
10
〜
14
日
間
程
度
日

数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
受
付
に

遅
れ
な
い
よ
う
に
早
め
に
手
続
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
便
振
替

用
紙
は
、
警
察
署
・
交
番
に
準
備

し
て
い
ま
す
。）

▽
運
転
免
許
証
及
び
交
通
安
全
協
会

　

員
証
の
コ
ピ
ー

▽
過
去
に
優
良
運
転
者
と
し
て
表
彰

　

を
受
け
た
人
は
最
終
表
彰
状
の
コ

　

ピ
ー
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）

●
申
請
先　

粕
屋
地
区
交
通
安
全
協

会(

郵
送
可　

※
前
記
必
要
書
類

完
備) 　

〒
８
１
１
ー
２
３
０
１

粕
屋
町
大
字
上
大
隈
１
４
７
ー
１

(

粕
屋
警
察
署
内
）

●
問
い
合
わ
せ

　

・
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協
会

　
　

 

☎（
９
３
９
） 

３
０
３
０

　

・
粕
屋
警
察
署
交
通
課
総
務
係

　
　

 

☎(

９
３
９) 

０
１
１
０

①粕屋地区交通安全協会長表彰
　［受賞資格］５年以上継続運転、５年以上無事故・無違反
　　※管内居住、原則協会会員

②粕屋警察署長・粕屋地区交通安全協会長連名表彰
　［受賞資格］10年以上継続運転、10年以上無事故・無違反、
　　　10年以上犯罪行為が無い
　　※管内居住、原則協会会員

③県警察本部長・県交通安全協会長連名表彰
　［受賞資格］10年以上継続運転、10年以上無事故・無違反、
　　　10年以上犯罪行為が無い　かつ②の受賞者
　　※管内居住、原則協会会員

④全日本交通安全協会長（交通栄誉賞緑十字銅章）表彰
　［受賞資格］10年以上継続運転、10年以上無事故、5年以上・
　　無違反、5年以上犯罪行為が無い　かつ③の受賞者
　　※管内居住、原則協会会員

⑤九州管区警察局長・九州交通安全協会長表彰 
　［受賞資格］15年以上継続運転、20年以上無事故、10年以上 
　　無違反、10年以上犯罪行為が無い　かつ④の受賞者 
　　※管内居住、原則協会会員 

５
月
10
日
（
火
）〜
６
月
20
日
（
月
）

4
月
15
日
（
金
）〜
５
月
９
日
（
月
）

11
月
下
旬 

11
月
15
日
（
火
）

表彰種別・受賞資格 表彰
予定

受付 
期間 平

成
23
年
度

優
良
運
転
者
表
彰
の

申
請
に
つ
い
て

23
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２ 

月 

の 

行 

事

■
２
月
定
例
理
事
会　

２
月
１
日

（
火
）10
時　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

理
事
会
の
前
に
健
康
づ
く
り
課

吉
原
係
長
か
ら
、「
平
成
23
年
度

第
36
回
歯
の
祭
典
K
A
S
U
Y
A

デ
ン
タ
ル
フ
ェ
ア
」
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
老
ク
連
第
３
回
高
齢
者
学
級　

　

２
月
21
日（
月
）10
時　

福
祉
セ

ン
タ
ー

　

介
護
福
祉
課
に
よ
る
出
前
講
座

に
、「
認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て
」

１
３
３
名
の
出
席
が
あ
り
関
心
の

高
さ
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
介
護
福
祉
課
八
尋
課

長
補
佐
、
渡
辺
、
増
田
保
健
師
。

　

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
心
配
さ

れ
る
認
知
症
の
講
演
に
、
全
員
が

熱
心
に
聴
講
し
意
義
あ
る
講
演
で

し
た
。

　４月５日（火）

４月26日（火）

４月の行事予定
定例理事会　
10：00　粕屋町福祉センター
平成22年度総会
10：00　粕屋町福祉センター

渡辺、増田保健師
脳活性の実技ジャンケン競争

粕屋町老人クラブ連合会
第３回高齢者学級

八尋課長補佐のお話

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
８
日
（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４
（
粕
屋
町
役
場
の
前
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

☎(

６
１
１) 

４
０
５
７

　
　

０
９
０(

２
３
９
４) 

９
３
１
９

　

川
口
學
ま
で

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

電
話
し
て
く
だ
さ
い

■「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

　
（
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
）

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
・

職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
の
悩
み
や
困
り
ご
と
に

つ
い
て
の
ご
相
談

■「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
１
１
０

　
（
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
）

　

い
じ
め
や
体
罰
・
子
ど
も
の
悩
み

や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
の
ご
相
談

※

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
、

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
法
務
局
・
福
岡
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

　

☎
７
２
１
ー
９
１
６
６
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◆粕屋町どんたく隊に参加しませんか。
　粕屋町の元気をＰＲするため、総勢200人で今年もどん
たく隊を結成します。
　どんたくに向け練習会を開催します。初心者も、以前踊
ったことがある方も、みんなで楽しく参加しましょう。
　たくさんの方のご参加をお待ちしています。

※このコーナーについての問い合わせは、YOSAKOI かすや祭り実行委員会事務局まで ☎938-2311　内線264

●練習日・会場　全日程参加できなくてもかまいません 
　４月６日・１３日・２０日（いずれも水曜日）　19：20～ 21：00　
　　　かすやドームサブアリーナ 
　４月２４日（日）　19：00～ 21：00　
　　　かすやドームメインアリーナ
●持ってくる物　参加費　一人 100円、室内用運動靴
●練習曲　“かすやの笑顔”
●どんたく参加日
　５月３日（火）・４日（水）（予定）　当日の時間帯は、練習会時にお知らせします。

無
料
公
証
相
談

　

相
続
・
遺
言
、
任
意
後
見
、
尊
厳

死
宣
言
、
離
婚
給
付
・
年
金
分
割
な

ど
の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
も
公
証

人
に
公
正
証
書
を
作
成
し
て
も
ら
っ

て
お
く
と
安
心
で
す
。
こ
れ
ら
の
問

題
に
つ
い
て
、
公
証
人（
法
務
大
臣

に
任
命
さ
れ
た
裁
判
官
や
検
察
官
な

ど
の
経
歴
を
有
す
る
法
律
の
専
門
家

で
す
。）
が
近
く
に
来
て
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

５
月
18
日（
水
）
午
後
１
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で　

相
談
１
件

当
た
り
30
分
く
ら
い

●
場
所　

粕
屋
町
役
場
２
階
会
議
室

●
予
約　

予
約
が
必
要
で
す
。

●
予
約
先　

博
多
公
証
役
場

　

☎（
４
０
０
）
２
５
６
０

　

予
約
は
、
５
月
16
日（
月
）
午
後
５

時
に
締
め
切
り
ま
す
。

刃
物
研
ぎ

〜
刃
物
を
生
き
返
ら
せ

ま
す
〜

　

家
庭
の
台
所
な
ど
で
使
用
す
る
包

丁
・
小
刀
・
は
さ
み
・
鎌
な
ど
の
刃

研
ぎ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
注
文
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
実
施
日　

４
月
20
日（
水
）

●
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時

30
分
ま
で

●
場
所　

粕
屋
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
車
庫
前（
粕
屋
町
駕
与
丁

３
丁
目
２
番
21
）　

●
料
金　

１
本
３
０
０
円
か
ら
５
０

０
円
程
度

●
問
い
合
わ
せ　
（
社
）
粕
屋
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
３
８
）
３
３
０
０

☆
60
歳
以
上
の
町
民
の
方
で
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
は
、
会
員

に
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
つ
で
も
電
話
で
ご
連
絡
を
。
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健
康
か
す
や
21
の
活
動
は
、
今
年

で
8
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
新
た
な

住
民
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、
こ
れ

か
ら
更
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
健
康
か
す
や
21
の
地
区

活
動
と
し
て
、
江
辻
区
・
長
者
原
上

区
・
乙
仲
原
西
区
で
、
健
康
講
座
や

万
歩
計
リ
レ
ー（
万
歩
計
を
付
け
、

21
万
歩
達
成
し
た
ら
ほ
か
の
方
に
回

す
）
な
ど
、
粕
屋
町
の
い
ろ
い
ろ
な

団
体
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
健
康
づ

く
り
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
区
活
動
を
行
っ
て
く
だ
さ
る
団

体
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
日
ご
ろ
の

生
活
習
慣
を
見
直
す
よ
い
機
会
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
勉
強
会
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

粕
屋
町
健
康
づ
く
り
課　

☎（
９

３
８
）
２
３
１
１（
内
線
５
２
３
・

５
２
５
）

　

H
P
ア
ド
レ
ス　

h
ttp
://w

w
w
.

　

to
w
n
.ka
su
ya
.fu
ku
o
ka
.jp
/

　

ku
ra
sh
i/ke
n
ko
/zo
sh
in
/

　

in
d
e
x.h
tm
l

地区活動の例

地
区
活
動
の
団
体
募
集

・「ご家庭の食事は大丈夫？～塩分と脂肪分の取りすぎに注意～（お味噌汁の塩分測定実施）」
・「子どもの食は大丈夫？～食生活やおやつのお話～」
・「飲みすぎていませんか？甘味飲料（糖度測定）」
・「禁煙を皆さんで取り組みませんか？」
・「みんなでさわやかウォーキング（運動推進会のメンバーとウォーキングコースや駕与丁公
園を一緒に歩きましょう）」

◎どんなことを？（健康講座のテーマ例）

　・親子サークルなどの集まり・PTAや保護者会での集まり・青年団での集まり
　・各種サークルなどの集まり　など

◎どんな時・どんな場で？

※時間などは調整できます。
※希望される団体や詳しく内容をお聞きになりたい団体は、
　お問い合わせください。
●問い合わせ
　粕屋町健康づくり課　☎938-2311（内線523・525）
　HPアドレス　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/
　　　　　　　 kurashi/kenko/zoshin/index.html

つ
ど
い
の
広
場
へ

　
　

み
ん
な
で
Ｇ
ｏ
！

　

平
成
17
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

『
つ
ど
い
の
広
場
』
も
今
年
で
６
年
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
遊
び
に
来
ら
れ
た
親
子

さ
ん
の
登
録
件
数
も
、
１
２
１
４
件

（
平
成
23
年
２
月
現
在
）に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
当
初
遊
び
に
来
て
い
た

赤
ち
ゃ
ん
た
ち
も
、
今
で
は
幼
稚
園

や
保
育
所
そ
し
て
小
学
校
へ
通
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
つ
ど
い
の
広
場
』
は
、
屋
根
の
あ

る
公
園
と
し
て
、
お
母
さ
ん
た
ち
の

情
報
交
換
や
友
達
づ
く
り
の
場
と
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん

の
交
流
や
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
友
達
と
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
散
歩
に
行
っ
て
弁

当
を
食
べ
た
り
な
ど
、
楽
し
い
思
い

出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
『
つ
ど
い
の
広
場
』
は
み
ん
な
の
広

場
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
地
域
の
皆

さ
ま
と
楽
し
く
温
か
い
つ
な
が
り
の

輪
が
広
が
る
よ
う
に
、
楽
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
『
つ
ど
い
の
広
場
』
で
は
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
絵
本
や
玩
具
で
遊
び

な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。 ※

つ
ど
い
の
広
場
は
、
乳
幼
児（
０

歳
〜
３
歳
）
と
そ
の
家
族
で
気
軽

に
語
り
合
い
、
遊
び
を
通
し
て
交

流
を
深
め
る
場
で
す
。　
　
　

●
問
い
合
わ
せ　

　

粕
屋
町
役
場　

子
ど
も
未
来
課　

☎（
９
３
８
）
０
２
１
４　

内
線
４

３
４

　

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器

は
、
定
期
検
査
又
は
計
量
士
に
よ
る

検
査
を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
受
け
ず
に
使
用
す
る
と
計
量

法
違
反
と
な
り
ま
す
。

　

粕
屋
町
で
は
、
次
の
日
時
に
集
合

検
査
を
行
い
ま
す
。

●
検
査
日
・
検
査
場
所　

４
月
27
日

（
水
）・
28
日（
木
）
の
２
日
間　

い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
か
ら
午
後
３
時

　

粕
屋
町
役
場
裏　

北
側
駐
車
場

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
地
域
振
興

課　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

内

線
4
7
4

※
計
量
販
売
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
場

合
…
…（
社
）
福
岡
県
計
量
協
会　

☎（
９
３
９
）
２
９
４
５

 

特
定
計
量
器
定
期
検
査

の
お
知
ら
せ



27

平
成
23
年
度

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、

被
保
険
者
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の

予
防
及
び
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

目
的
と
し
て
健
康
診
査
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

被
保
険
者
全
員
に
、
4
月
下
旬
に

受
診
票
と
お
知
ら
せ
を
送
付
い
た
し

ま
す
。

●
受
診
対
象
者

　
　

被
保
険
者
。
た
だ
し
、
健
康
診

査
の
目
的
か
ら
、
が
ん
・
脳
血
管

疾
患
・
心
疾
患
・
動
脈
硬
化
症
・

糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
脂
質
異
常

症
・
心
臓
病
な
ど
の
治
療
を
受
け

て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
受
診
期
間

　

４
月
下
旬
か
ら
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で

●
受
診
票
の
送
付
時
期

　

ア　

４
月
末
ま
で
に
被
保
険
者
と

な
る
方…

…

４
月
下
旬

　

イ　

５
月
以
後
に
被
保
険
者
と
な

る
方…

…

被
保
険
者
と
な
る

月（
75
歳
の
誕
生
月
な
ど
）
の

上
旬

●
受
診
時
の
自
己
負
担
金

　

一
人
５
０
０
円

●
受
診
の
方
法

　
　

受
診
票
に
同
封
し
た
健
康
診
査

の
実
施
医
療
機
関
で
個
別
に
予
約

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
１
２
・
０
０
４
４

　

福
岡
市
博
多
区
千
代
四
丁
目
１
番

27
号（
福
岡
県
自
治
会
館
５
階
）

　

☎（
６
５
１
）
３
１
１
１
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
６
５
１
）
３
９
０
１

　

h
ttp
://w

w
w
.fu
k
u
o
k
a
-

ko
u
ki.jp

/

※

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
28
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

国
内
の
麻
し
ん（
は
し
か
）
を
排
除

す
る
た
め
、
年
長
児(

第
２
期)

に

加
え
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
25

年
３
月
ま
で
の
５
年
間
の
期
限
措
置

と
し
て
、
中
学
１
年
生（
第
３
期
）
及

び
高
校
３
年
生
相
当
年
齢（
第
４
期
）

を
対
象
に
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
予
防

接
種
の
補
足
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
中（
平
成
23
年
４
月
１
日

〜
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
）
に
必

ず
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

●
実
施
場
所

　

福
岡
県
内
の
指
定
医
療
機
関　

(

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い)

●
接
種
費
用

　

接
種
費
用
は
無
料
で
す
。（
無
料

で
受
け
ら
れ
る
年
齢
を
過
ぎ
た
場

合
は
、
任
意
接
種
と
な
り
、
有
料

に
な
り
ま
す
）

●
予
診
票　

　

専
用
の
予
診
票
を
使
用
し
ま
す
の

で
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
粕
屋
町

健
康
セ
ン
タ
ー
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
健
康
づ
く
り
課（
粕
屋
町

●対象年齢

第２期

第３期

第４期

小学校入学の
前年度
(年長児)

平成17年4月2日生まれ
～平成18年4月1日生まれ

対象となる学年 平成23年度の対象者

中学１年生
平成10年4月2日生まれ
～平成11年4月1日生まれ

平成5年4月2日生まれ
～平成6年4月1日生まれ

高校３年生

麻しん・風しん両方にかかったことがある方は、
対象にはなりませんのでご注意ください。

年
長
児
・
中
学
１
年
生
・
高
校
３

年
生
相
当
年
齢
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
の
方
へ

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
し
ま
し
ょ
う
。

育
児
教
室
の
お
知
ら
せ

健
康
セ
ン
タ
ー
内
）　　

☎（
９
３

８
）
２
３
１
１　

内
線
５
２
５　

★
赤
ち
ゃ
ん
体
操
教
室
★

●
対
象　

第
１
子
が
生
後
２
か
月
〜

４
か
月
児
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
方

●
内
容　

助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん

の
体
操
教
室
で
す
。
首
が
す
わ
る

前
か
ら
参
加
O
K
で
す
。
赤
ち
ゃ

ん
と
た
く
さ
ん
ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ

う
。

●
日
時　

４
月
19
日（
火
）、
５
月
17

日（
火
）
午
前
10
時
か
ら
開
始（
１

時
間
半
程
度
）　

毎
月
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
。

●
参
加
方
法　

前
日
ま
で
に
健
康
セ

ン
タ
ー
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
15
名
、
教
室
の
前
２
日
は
予

防
接
種
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　

バ
ス
タ
オ
ル
、

母
子
手
帳

★
に
こ
に
こ
離
乳
食
教
室
★

●
対
象　

生
後
６
か
月（
離
乳
食
を

開
始
し
た
こ
ろ
）
か
ら
１
歳
く
ら

い
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
方

●
内
容　

離
乳
食
の
基
本
教
室
で
す
。

作
り
方
の
見
学
や
試
食
を
し
な
が

ら
離
乳
食
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

（
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。）

●
日
時　

５
月
24
日（
火
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
開
始（
１
時
間
半
程
度
）

２
か
月
に
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
参
加
方
法　

前
日
ま
で
に
健
康
セ

ン
タ
ー
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
15
名

●
持
っ
て
く
る
も
の　

４
か
月
健
診

時
に
配
布
し
た
離
乳
食
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

★
赤
ち
ゃ
ん
相
談
★

●
対
象　

生
後
〜
１
歳
半
ま
で

●
内
容　

計
測
、
個
別
相
談
。
育
児

に
関
す
る
こ
と
、
離
乳
食
に
関
す

る
こ
と
な
ど
赤
ち
ゃ
ん
に
関
す
る

個
別
の
相
談
日
で
す
。

●
日
時　

４
月
６
日（
水
）、
５
月
11

日（
水
）
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30

分　

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
前

日
ま
で
に
健
康
セ
ン
タ
ー
へ
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
手
帳

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
役

場　

健
康
づ
く
り
課（
健
康
セ
ン

タ
ー
内
）☎
９
３
８
ー
０
２
５
８

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
又
は
☎
９
３

８
ー
２
３
１
１　

内
線
４
２
４
・

５
２
９
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生
活
習
慣
病
の
予
防
・
早
期
発
見

の
た
め
に
定
期
的
に
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

健
診
は
予
約
制（
定
員
あ
り
）
で
す

の
で
、
予
約
受
付
期
間
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

《
総
合
が
ん
検
診
》

　

10
月
〜
12
月
実
施

　

予
約
受
付
期
間
・
・
・
８
月
22
日

（
月
）
〜
８
月
26
日（
金
）

《
婦
人
が
ん
検
診
》

　

８
月
〜
11
月
実
施

　

予
約
受
付
期
間
・
・
・
６
月
６
日

（
月
）
〜
６
月
17
日（
金
）　　

《
30
代
基
本
健
診
》

　

平
成
24
年
１
月
実
施　

　

予
約
受
付
期
間
・
・
・
・
12
月
１
日

（
木
）
〜
12
月
16
日（
金
）

詳
し
く
は
、
こ
の
広
報
４
月
号
と
同

時
に
各
戸
配
布
の「
平
成
23
年
度
保

健
事
業
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
粕
屋
町
健
康
づ
く
り
課

　
（
粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
内
） 　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　

内
線
５
２
５
・
５
２
６

粕
屋
町
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

被
保
険
者
の
方
へ

平
成
23
年
度
国
保
特
定
健
診

予
約
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

健診内容

特定健診 40歳～ 75歳未満の粕屋
町国民健康保険被保険者

後期高齢者医療保険被保険者

40歳以上

40歳以上

40歳以上

50～ 80歳男性

65歳以上

40歳以上で検査を
受けたことのない方

後期高齢者基本健診

胃がん検診

肺がん検診

大腸がん検診

●予約専用電話番号

健診予約ダイヤル　☎９３８－２４２１（にっこり予防に行こう）
予約受付開始当初は、お電話がつながりにくい場合がありますがご了承ください。

・ ・ ・・

肝炎ウイルス検査

前立腺がん検診

結核検診

対象者 個人負担金 受付・健診日程

500円

500円

400円

100円

200円

200円

200円

無料

各
種
が
ん
検
診
・
30
代
基
本

健
診
に
つ
い
て

＜予約受付期間＞
4月11日（月）～4月28日（木）
5月9日（月）～5月13日（金）

＜健診日＞
5月　27日(金)・30日(月）・31日(火)
　　　　※5月は国保の方限定
6月　1日(水)・12日(日)・13日(月)
　　14日(火)・15日(水)・29日(水）
　　30日(木)
7月　1日(金)・22日(金)・24日(日)
　　25日(月)・26日(火)

手
話
講
習
会
入
門
講
座
の

お
知
ら
せ

　

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
粕
屋
町
手
話
の
会
」
と
の
共
催
で
、

初
心
者
の
た
め
の
手
話
講
習
会
入
門
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解

と
手
話
の
裾
野
を
広
げ
る
目
的
で
開
催

し
、
こ
の
入
門
講
座
を
終
了
し
た
方
に

は
、
手
話
の
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
、

活
動
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

６
月
１
日
〜
９
月
12
日 

週
２
回（
月
曜
日
・
水
曜
日
）
全
24

講
座
。※

た
だ
し
、
こ
の
内
６
月

６
日
、
７
月
４
日
、
７
月
18
日
、

８
月
１
日
、
８
月
15
日
及
び
９
月

５
日（
全
て
月
曜
日
）
は
除
き
ま
す
。

●
時
間　

午
後
７
時
20
分
か
ら
午
後

８
時
50
分
ま
で

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
和
室
２

●
受
講
料　

無
料　
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代　

１
、
２
０
０
円
自
己
負
担
）

●
定
員　

20
名（
全
講
座
出
席
で
き

る
方
、
先
着
順
）

●
受
付
開
始　

５
月
２
日（
月
）
か
ら

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

※

電
話
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん　

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会（
粕
屋

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
９
３

８

－

６
８
４
４

食
生
活
改
善
推
進
教
室

受
講
生
募
集
！

　

毎
日
の
食
生
活
に
つ
い
て
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
や
栄
養
素
と

い
っ
た
基
本
的
な
こ
と
か
ら
、
食
品

衛
生
・
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
を

学
び
、
講
義
の
後
は
調
理
実
習
を
行

い
ま
す
。
１
年
間
学
ん
だ
後
は
、
食

生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

　

食
事
や
栄
養
に
つ
い
て
正
し
く
学

び
、
そ
こ
で
得
た
知
識
を
地
域
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
か
し
ま
せ

ん
か
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

●
日
時　

原
則
毎
月
第
４
木
曜（
年

10
回
）
午
前
10
時
よ
り
３
時
間
程

度

※

初
回
は
４
月
21
日（
第
３
木
曜
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
場
所　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

平
成
23
年
４
月
15
日

（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

　
粕
屋
町
健
康
づ
く
り
課

　
（
粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
内
） 　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　

内
線
５
２
５
・
５
２
６
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　アナログ放送は、７月24 日正午から、ブルーバックの「お知らせ
画面」に移行し、24 時までにはすべての放送が終了（完全停波）します。
したがって、それまでの間に、地上デジタル放送を視聴するための準
備をしないとテレビを見ることができなくなります。
　地上デジタル放送を視聴するためには、地上デジタル放送対応の受
信機とＵＨＦアンテナが必要です。受信機は、新たにデジタルテレビ
を購入するほか、アナログテレビに地上デジタルテレビ用チューナー
を取り付ける方法もあります。ＵＨＦアンテナは、南関東など、地域
によって新たに設置・調整等が必要な場合があります。その他、ケー
ブルテレビに加入することにより視聴する方法もあります。
　共同アンテナ施設でテレビをご覧の方は、デジタル化のための施設
改修が必要です。ただし、ビル陰等を原因とする受信障害対策共聴施
設でテレビをご覧の方は、受信障害が解消される場合にはご自宅にＵ
ＨＦアンテナを設置することも可能です。
　７月24 日のアナログ放送終了時期が近づくに従い、アンテナの設置・調整等の工事が集中し、
同日までに間に合わなくなる可能性がありますので、できる限り早めの対応をお願いします。
　これらの地デジの準備にあたり、「何をすればよいか分からない」という方や「テレビを買っ
たのにデジタル放送を受信できない」という方には、デジサポ（総務省テレビ受信者支援セン
ター）がお手伝いします。まずは、デジサポにお電話ください。
　経済的な理由などで地上デジタル放送に対応できない世帯（市町村民税非課税の世帯など）
に対しては、簡易チューナーの無償給付などの支援も行っています。詳しくは総務省地デジ
チューナー支援実施センターまでお問い合わせください。
　一方、ＢＳアナログ放送も７月24 日に終了しますので、ＢＳデジタル放送へ移行をお願いし
ます。

《一般的なお問い合わせ先》
・デジサポ（総務省 テレビ受信者支援センター） 　http://digisuppo.jp/
　デジサポ福岡　☎092-303-0101
・総務省 地デジチューナー支援実施センター　 http://www.chidejishien.jp/
　（ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援）
　☎ 0570-033840　FAX 044-966-8719
　（市町村民税非課税世帯への支援）
　☎ 0570-023724　FAX 043-302-0284

テレビのアナログ放送終了まで
あと4ヵ月を切りました!

地デジがあなたをだます詐欺にご注意!
　テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした詐欺が発生しています。身に覚えの
ない工事や代金請求にはご注意ください。
　不審な請求を受けた時は、すぐには支払わず、お近くの警察署（糟屋警察署☎939-0110）
または、福岡県消費生活センター（☎632-0999）へご相談ください。
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平
成
23
年
度
の
住
居

表
示
の
実
施
に
つ
い
て

　

住
居
表
示
の
実
施
に
よ
り
平
成
23

年
９
月
下
旬
か
ら
、
乙
仲
原
東
区
を

中
心
と
し
た
区
域（
別
図
１
）
の
住
所

の
表
し
方
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

実
施
に
伴
い
、
住
居
番
号
を
設
定

す
る
た
め
、
平
成
23
年
５
月
か
ら
委

託
し
た
業
者
が
現
地
調
査
を
行
い
ま

す
。（
詳
細
は
、
回
覧
板
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
）

　

な
お
、
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
て

も
、
行
政
区
の
範
囲
や
学
校
の
校
区

は
今
ま
で
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
都
市
整
備

課　

都
市
計
画
係

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

内
線
４

６
６

別図１

住居表示計画区域

原町駅

志賀神社

仲原小学校

若宮区原町区

甲仲原区

乙仲原東区

扇　橋

  

粕
屋
町
で
は
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の

一
部
補
助(

福
祉
タ
ク
シ
ー)

を
今
年

度
も
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

▽
在
宅
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

で①
視
覚
障
害
の
一
級
と
二
級
の
方

②
下
肢
不
自
由
又
は
体
幹
機
能
障

害
の
一
級
と
二
級
の
方

③
心
臓
機
能
障
害
、
腎
臓
機
能
障

害
、
呼
吸
器
機
能
障
害
、
ぼ
う

こ
う
機
能
障
害
、
直
腸
又
は
小

腸
機
能
障
害
の
一
級
の
方

④
肝
臓
機
能
障
害
の
一
級
と
二
級

の
方

▽
在
宅
の
療
育
手
帳「
Ａ
」を
お
持
ち

の
方

▽
在
宅
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方

▽
在
宅
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方

※

施
設
に
入
所
又
は
病
院
に
入
院
中

の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※

複
数
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
名
、
障
害
等
級

で
対
象
者
を
判
断
す
る
た
め
、
合

計
の
障
害
等
級
が
該
当
し
て
い
て

も
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

（
例
）上
肢
三
級
、
下
肢
三
級
で
合
わ

せ
て
二
級
の
方
は
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

●
補
助
額

　

一
回
の
乗
車
に
つ
き
、
タ
ク
シ
ー

の
小
型
又
は
中
型
の
初
乗
料
金
の

額

※

人
工
透
析
を
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
通
常
の
２
倍
の
補
助
と

な
り
ま
す
。

●
申
請
書
の
受
付

　

４
月
１
日（
金
）か
ら
、
粕
屋
町
役

場
介
護
福
祉
課
に
て
受
付

※

ご
家
族
以
外
の
代
理
の
方
の
申
請

は
、
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
又
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か

▽
印
鑑

※

昨
年
度
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る

方
は
、
残
っ
て
い
る
チ
ケ
ッ
ト
も

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課　

障
害
者
福

祉
係　

☎（
９
３
８
）２
３
１
１

　

内
線
５
５
８
・
５
５
９

４
月
１
日
か
ら

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
申
請

受
付
を
行
い
ま
す
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西
鉄
バ
ス
大
川
線
存
続

の
お
知
ら
せ

　

西
日
本
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
平
成

23
年
４
月
を
も
っ
て
廃
止
の
申
出
が

あ
り
ま
し
た
西
鉄
バ
ス
74
番
大
川
線

の
一
部
区
間（
坪
見
〜
上
脇
田
）
に
関

し
ま
し
て
、
粕
屋
町
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
地
域
住
民
を
中
心
と
す
る「
粕

屋
町
バ
ス
対
策
協
議
会
」を
設
置
し
、

沿
線
住
民
の
方
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
を
行
い
、
そ
の
対
策
を

検
討
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
経
緯
に
お
い
て
、
バ
ス
事
業

者
と
の
協
議
を
行
い
、
一
部
費
用
負

担
に
よ
る
存
続
の
協
議
が
整
い
、
現

状
便
数
を
約
50
％
残
し
た
状
態
で
の

運
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
線
住
民
の
方
に
は
、
継

続
的
に
路
線
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
利
用
の
促
進
が
必
要
不
可
欠

で
す
の
で
、
更
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
バ
ス
対
策
協
議
会
・
庶
務

（
粕
屋
町
都
市
整
備
課　

都
市
計

画
係
）

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

内
線
４

６
６

環境保護や渋滞緩和のためにもできるだけ公共交通を利用しましょう！環境保護や渋滞緩和のためにもできるだけ公共交通を利用しましょう！

「
暴
力
団
被
害
集
中
相
談
」

の
お
知
ら
せ

古
文
書
解
読
講
座
受
講
生

募
集

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者

の
早
期
救
済
を
目
的
に
、
警
察
・
弁

護
士
会
・
県
暴
追
セ
ン
タ
ー
・
福
岡

市
暴
力
追
放
相
談
セ
ン
タ
ー
・
北
九

州
市
民
暴
相
談
セ
ン
タ
ー
・
飯
塚
市

民
事
暴
力
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
久
留

米
市
暴
追
推
進
協
議
会
な
ど
が
連
携

し
、
次
の
と
お
り
面
接
・
電
話
に
よ

る
集
中
相
談
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時　

４
月
16
日（
土
）　

午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

福
岡
地
区
の
場
合　

相
談

電
話
番
号　

☎（
７
１
１
）
４
０
７

６
・
福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ
ン

タ
ー（
福
岡
市
役
所
２
階
）

●
問
い
合
わ
せ　
（
財
）
福
岡
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー　

☎

（
６
５
１
）
８
９
３
８

　

古
文
書
を
解
読
す
る
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
古
文
書
や
古
記
録

を
ぜ
ひ
自
分
自
身
で
解
読
し
て
み
た

い
と
い
う
方
は
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

古
文
書
に
用
い
ら
れ
る
用
語
や
用

上脇田

例
を
実
際
の
古
文
書
を
テ
キ
ス
ト
と

し
て
、
く
わ
し
く
解
説
い
た
し
ま
す

の
で
、
初
心
者
の
方
で
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
程　
（
講
師
の
都
合
に
よ
り
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※

■
部
の
日
程
は
、
他
と
曜
日
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

４
月
５
日（
火
）・
19
日（
火
）、

　

５
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）、

　

６
月
７
日（
火
）・
21
日（
火
）、

　

７
月
５
日（
火
）・
20
日（
水
）、

　

８
月
２
日（
火
）・
16
日（
火
）、

　

９
月
６
日（
火
）・
21
日（
水
）、　

10
月
４
日（
火
）・
18
日（
火
）、　

11
月
１
日（
火
）・
15
日（
火
）、　

12
月
13
日（
火
）・
20
日（
火
）、　

１
月
17
日（
火
）・
24
日（
火
）、　

２
月
７
日（
火
）・
28
日（
火
）、　

３
月
６
日（
火
）・
22
日（
木
）

●
講
師　

石
瀧
豊
美
先
生
・
資
料
館

職
員

●
受
講
料　

年
間
千
円（
テ
キ
ス
ト

代
）

●
場
所　

粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
階
視

聴
覚
室

●
問
い
合
わ
せ　

臨
時
受
付
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

粕
屋
町
立
歴
史
資
料
館
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　

☎（
９
３
９
）
２
９
８
４
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4月に

「いきいき生活
チェック表」とは・・

いつまでも自分らしく自立した生活を送ることに悪影響を与える足腰の衰え・むせ・
食欲の低下・意欲の低下などの症状を早期発見し、介護予防教室に優先的に参加の
案内をするものです。

○65歳以上で要介護認定を受けていない方に郵送いたします。　

○25項目の質問に「はい」「いいえ」で答えていただき、ご返送ください。

○結果は郵送や電話にて通知を行い、介護予防教室をぜひ利用していただきたい
　方へ教室の案内を差し上げます。

平成22年度　介護予防教室参加状況

チェック表 介護予防教室

配布数 回収数 該当者数 参加人数

3,464 2,450 880 92

「かすや貯筋体操ひろば」

「かすやお口から元気教室」

チェック表に記入して
返送してください！

●問い合わせ
　粕屋町地域包括支援センター
　（粕屋町役場　介護福祉課内）
☎９３８－２３１１(内線５５４・５５５）

家
具
の
転
倒
防
止

　
　
な
ど
の
対
策
を
！！

　

３
月
は
引
越
し
の
多
い
時
期
で
す
。

大
地
震
が
発
生
す
る
と
転
倒
し
た
家

具
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
凶
器
と
な
り
、

ケ
ガ
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
発
生
し
た
大
地
震
に
よ
る
ケ

ガ
の
原
因
で
は
、
お
よ
そ
３
割
か
ら

５
割
が
家
具
類
の
転
倒
や
ガ
ラ
ス
の

飛
散
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

家
具
の
転
倒
な
ど
は
、
転
倒
防
止
器

具
の
取
り
付
け
や
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

シ
ー
ト
の
貼
り
付
け
な
ど
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
地
震
に
備
え
て
、
自
宅
の
対

策
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

内
線
２

６
３

歩き方が変わった
と人から言われる
ようになりました。

マッサージを続けた
ら口の渇きが随分よ
くなりました。

お口の体操を続け
てます。顔が引き締
まった感じがします。
最近、口がすっきり
します。



は
す

た
も
と

じ
ん

と
う  

じ

し
ゅ
さ
ん
び

が
つ

〔
俳
句
〕

海
鳴
り
に
春
の
兆
し
の
あ
る
平
戸

松
井　

澄
枝

街
燈
へ
斜
に
切
り
込
む
粉
吹
雪

安
部　

絹
代

リ
ハ
ビ
リ
で
歩
め
ば
親
し
母
子
草

榎
本　

ミ
ヨ
コ

風
花
や
手
の
ひ
ら
に
受
け
空
仰
ぐ

加
藤　

友
子

菜
の
花
や
飛
行
機
雲
の
西
東田

鍋　

勝
代

ふ
る
里
の
一
膳
香
る
芥
ご
は
ん

前
田　

照
子

懐
か
し
や
橋
の
袂
の
寒
椿松

永　

弘
子

山
里
の
静
か
な
目
覚
め
寒
烏

木
村　

た
つ
や

二
ン
月
や
言
葉
も
も
た
ず
夜
道
行
く

大
庭　

悦
子

点
滴
の
一
滴
ず
つ
や
夜
の
長
き

田
代　

ウ
メ
ノ

咳
こ
ぼ
す
人
の
波
に
も
暮
や
す
し

安
河
内　

ヒ
サ
ノ

蕗
の
と
う
手
に
し
立
ち
寄
る
地
蔵
尊

石
橋　

富
子

旅
を
終
え
留
守
の
出
来
ご
と
春
炬
燵

後
藤　

四
男
吉

白
才
や
お
尻
並
べ
て
日
向
ぼ
こ

吉
村　

み
ち
こ

「
ニ
ー
チ
ェ
」に
終
る
読
書
や
二
月
尽

城
戸　

康
碩

春
袷
せ
干
せ
ば
乾
き
し
飯
の
粒

松
田　

弘
子

朝
真
暗
よ
り
受
験
子
を
見
送
り
ぬ

伊
東　

千
鶴
子

川
底
に
光
る
石
こ
ろ
春
立
て
り山

村　

栄

お
多
福
門
く
ぐ
り
て
参
る
鬼
や
ら
い

藤
田　

豊
子

絵
に
熱
き
八
十
路
の
個
展
寒
椿

野
村　

科
し
子

裏
口
は
主
婦
の
玄
関
花
大
根竹

末　

千
鶴

薄
氷
の
筏
た
ゆ
た
ふ
群
れ
鷗渡

辺　

孝
子

思
い
っ
き
り
膨
れ
る
大
豆
手
搗
味
噌

松
永　

ク
ニ
子

配
達
員
足
音
高
く
寒
に
入
る佐

藤　

正
幸

風
花
や
木
蔭
に
小
さ
き
朱
の
鳥
居

松
浦　

菜
穂
子

寄
り
添
い
し
世
間
話
や
福
寿
草

髙
木　

喜
久
代

老
い
て
な
ほ
女
刀
自
や
寒
の
水党　

悦
子

山
峡
に
春
の
か
お
り
の
風
が
吹
く

常
松　

久
英

学
童
を
は
げ
ま
し
走
る
霜
の
朝

安
松　

た
け
し

〔
川
柳
〕

花
見
酒
暇
無
し
お
方
我
先
に丸

田　

真
正

嬉
し
い
な
老
い
の
身
飾
る
赤
い
羽
根

坂
名　

弘
道

天
井
の
し
ず
く
に
癒
す
宿
の
お
湯

楢
原　

と
よ
お
き

天
井
に
カ
ラ
ク
リ
が
あ
る
舞
台
裏

河
野　

成
子

天
井
裏
ね
ず
み
と
い
た
ち
鬼
ご
っ
こ

本
田　

さ
く
ら

天
井
の
染
み
戦
争
を
知
っ
て
い
る

長
井　

す
み
子

ひ
っ
そ
り
と
紙
人
形
の
喪
が
続
く

今
林　

藤
夫

皆
帰
り
居
間
は
ひ
っ
そ
り
独
り
箸

瀧
本　

章
志

少
子
化
で
静
ま
り
か
え
る
団
地
街

松
永　

節
子

青
天
井
う
な
ぎ
上
り
の
物
価
高

平
城　

千
代
子

天
窓
の
朝
日
に
う
つ
が
晴
れ
渡
る

豊
田　

愛

子
の
言
動
合
わ
せ
鏡
が
悔
ま
れ
る

多
久
島　

か
よ
子

う
し
ろ
姿
に
魅
か
れ
遠
道
し
て
し
ま
う

林　

さ
だ
き

タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
後
し
ろ
姿
が
善
に

満
ち

八
尋　

よ
し
恵

ひ
っ
そ
り
と
立
場
守
っ
た
陰
の
女

山
内　

ま
ど
か

雨
漏
り
の
バ
ケ
ツ
に
聴
い
た
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー

安
井　

秀
子

水
な
じ
み
終
の
棲
家
と
な
り
ま
し
た

吉
原　

大
恵

祈
り
込
め
戦
禍
に
深
い
井
戸
を
掘
る

安
武　

秀
月

初
節
句
姑
が
ま
だ
持
つ
水
加
減

長
﨑　

榮
市

〔
短
歌
〕

桜
咲
き
春
が
来
た
よ
と
喜
び
を

遠
く
に
住
み
し
孫
の
出
産
日宮

原　

弘
子

浅
き
春
梅
の
便
り
は
天
満
か
ら

宝
満
の
す
そ
か
す
み
棚
引
く

竹
田　

勝

33

（広告）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、
楷
書

で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連
絡
先

（
電
話
番
号
）
を
書
い
て
、
掲
載
希

望
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
郵
送
か

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町　

協
働

の
ま
ち
づ
く
り
課

　

☎(

９
３
８) 

２
３
１
１
・
内
線

２
６
２
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差
押
不
動
産
公
売
の

お
知
ら
せ

　

粕
屋
町
で
は
、
税
金
の
滞
納
処
分

に
よ
り
差
押
え
た
不
動
産
を
公
売

（
売
却
）
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
11
日（
水
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
受
付（
午
後
２
時
か
ら

午
後
２
時
15
分
ま
で
入
札
）

●
場
所　

粕
屋
町
役
場　

２
階　

大

会
議
室

●
公
売
物
件　
（
登
記
簿
の
表
示
に

よ
る
）

　

▼
土
地　

糟
屋
郡
粕
屋
町
大
字
酒

殿
１
２
６
９
番
３（
宅
地
）
地
積

６
６
２.
０
１
㎡

　

▼
建
物　

糟
屋
郡
粕
屋
町
大
字
酒

殿
１
２
６
９
番
３（
共
同
住
宅
）

鉄
骨
造
２
階
建　

１
階
２
５

１.
２
５
㎡　

２
階
２
５
１.
２

５
㎡

　

公
売
財
産
及
び
公
売
の
手
続
な
ど

に
つ
い
て
は
、
粕
屋
町
役
場
収
納
課

（
☎（
９
３
８
）
２
３
１
１
）
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ

　

水
道
メ
ー
タ

ー
器
の
有
効
期

間（
８
年
間
）
が

満
了
す
る
前
に
、

町
が
委
託
し
た

左
記
指
定
工
事

業
者
に
て
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
は
、
大
隈
区
、
上
大
隈
区
、

江
辻
区
、
戸
原
区
、
朝
日
区
、
長
戸

区
の
交
換
対
象
お
宅
の
メ
ー
タ
ー
器

を
交
換
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

　

㈲
前
田
設
備
工
業

☎(

６
２
１)

９
９
２
８

　

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

☎(

９
３
８)

４
５
７
６

　

㈱
倉
田　

☎(

９
３
８)

２
７
０
８

　

松
山
工
業
㈱☎(

９
３
８)

２
２
４
５

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
地
区
担
当

の
委
託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ

く
か
、
粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎(

９
３
８)

２
３
１
１　

内
線
４
５

７
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

御

　

礼

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

若　
　

宮

堀
江　

道
子

堀
江　

孝
昭

57

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

原　
　

町

坪
倉　

信
子

坪
倉　

幸
一

78

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

甲
仲
原
区
老
人
ク
ラ
ブ

甲
仲
原

安
河
内
シ
ズ
ヱ

安
河
内　

將

83

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

甲
仲
原
区
老
人
ク
ラ
ブ

甲
仲
原

長
澤　

善
之

長
澤
ミ
サ
ヲ

98

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
橋
一

淺
原　

末
子

淺
原　
　

直

78

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

サ
ン
ラ
イ
フ
区
老
人
ク
ラ
ブ
太
陽
会

サ
ン
ラ
イ
フ

賴
政　

信
子

賴
政　
　

尚

85

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

原
町
区

原　
　

町

福
澤　

光
子

福
澤　
　

諭

66

柚
須
区
老
人
ク
ラ
ブ

柚　
　

須

今
﨑　

淳
子

今
﨑　
　

豊

78

原
町
区

原
町
区
老
人
ク
ラ
ブ

原　
　

町

貞
松　

和
𠮷

浦
川
エ
イ
子

79

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

酒　
　

殿

原
田　

順
子

原
田　

恒
夫

90

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
隈
区

大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

大　
　

隈

八
尋　

郁
代

八
尋　

正
之

75

２
月
１
日
〜
２
月
28
日
（
敬
称
略
）

町の人口

人　口　

23年

22年

21年

男 女 世帯数

2月末現在

23　年

前年対比

43

＋5

0

±0

51

＋7

43

＋5

0

±0

51

＋7

1月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発　生
件　数 死者数 負傷者数

1月中

区分４ 月 の
税 金 42,699

42,107

40,966

21,128

20,905

20,395

21,571

21,202

20,571

17,107

16,793

16,321

国民健康保険税
第１期

1月中1月中
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

4月の行事予定表4月の行事予定表

粕屋町消防団入退団式

健康相談

ウォーキング日

親子オープンルーム

春のポリオ予約受付開始

行政相談

心配ごと・特設人権相談

マタニティ相談

赤ちゃん相談

福岡県知事及び福岡県議会議員一般選挙

子育て支援イベント

交通事故・犯罪などの住民相談

10か月児健診、ブックスタート

３歳児健診

心配ごと相談

２歳児歯科健診

子育て支援

子育て支援イベント

ポリオ投与

４か月児健診

ポリオ投与

ポリオ投与

子育て支援

子育て支援イベント

４か月児健診

交通事故・犯罪などの住民相談

１歳６か月児健診

10:00～         

9:00～12:00

9:30            

9:30～11:30

10:00～12:00

10:00～15:00

13:00～14:30

13:00～15:00

7:00～20:00

11:00～12:30

10:00～12:00

13:00～13:40

12:50～13:30

10:00～15:00

13:10～13:50

10:00～11:00

11:00～12:30

12:50～13:45

13:20～13:50

12:50～13:45

12:50～13:45

10:00～11:00

11:00～12:30

13:00～13:40

10:00～12:00

13:00～13:50

粕屋中央小グラウンド

健康センター

健康センター

健康センター

福祉センター

福祉センター

健康センター

健康センター

各投票所

わかば保育園

粕屋町役場

健康センター

健康センター

福祉センター

健康センター

ヴィラのぞみ愛児園

わかば保育園

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

ヴィラのぞみ愛児園

わかば保育園

健康センター

粕屋町役場

健康センター

町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）

乳幼児

予約は、☎938-0258へ

弁護士は午前中のみ

予約制（前日までに予約してください）

1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）

リズム遊び

防災会議室

平成22年６月生まれの児

平成20年３月生まれの児

弁護士は午前中のみ

平成20年12月生まれの児

体操のお兄さんと遊ぼう（１・２歳児対象）

手作り簡単おもちゃで遊ぼう

予約制です

平成22年12月生まれの児

予約制です

予約制です

体操のお兄さんと遊ぼう（３・４・５歳児対象）

母の日の製作

平成22年12月生まれの児

防災会議室

平成21年９月生まれの児

5月上旬の行事予定表5月上旬の行事予定表

※BCG・三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。 
※ポリオ投与は予約制です。電話又は健康センター窓口でお申し込みください。☎938-2311(内線523・525・526) 
 印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱ 

3　(日)

健康相談

ウォーキング日

親子オープンルーム

行政相談

心配ごと相談

ポリオ投与

おたのしみ園庭開放

子育て支援イベント

マタニティ相談

赤ちゃん相談

交通事故・犯罪などの住民相談

10か月児健診、ブックスタート

子育て支援

ポリオ投与

9:00～12:00

9:30            

9:30～11:30

10:00～12:00

10:00～15:00

12:50～13:45

10:00～11:30

11:00～12:30

13:00～14:30

13:00～15:00

10:00～12:00

13:00～13:40

10:00～11:00

12:50～13:45

健康センター

健康センター

健康センター

福祉センター

福祉センター

健康センター

中央保育園

わかば保育園

健康センター

健康センター

粕屋町役場

健康センター

ヴィラのぞみ愛児園

健康センター

町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）

乳幼児

弁護士は午前中のみ

予約制です

砂あそび

リズム遊び

予約制（前日までに予約してください）

1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）

防災会議室

平成22年７月生まれの児

体操のお兄さんと遊ぼう（３・４・５歳児対象）

予約制です

9　(月)

11　(水)

12　(木)

13　(金)

10　(火)

4　(月)

5　(火)

6　(水)

10　(日)

13　(水)

15　(金)

19　(火)

27　(水)

20　(水)

21　(木)

22　(金)

26　(火)

28　(木)

14　(木)
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第
12
回
『
粕
屋
町
青
少
年
の
翼
』

団
員
募
集

《
事
業
の
目
的
》

　

粕
屋
町
の
次
代
を
担
う
青
少
年
が

集
い
、
海
外
に
お
け
る
研
修
及
び
規

律
あ
る
団
体
生
活
を
通
じ
て
、
青
少

年
相
互
の
連
携
を
深
め
国
際
感
覚
を

養
い
、
郷
土
の
発
展
の
た
め
に
努
力

す
る
心
豊
か
な
粕
屋
の
青
少
年
を
育

成
す
る
。

《
事
業
の
概
要
（
予
定
）》

●
主
催　

粕
屋
町
・
粕
屋
町
教
育
委

員
会

●
研
修
期
間　

８
月
17
日
（
水
）
〜

　

８
月
24
日
（
水
）（
６
泊
８
日
）

●
訪
問
地　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

●
研
修
内
容　

交
流
会
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
、
そ
の
他
。

※

研
修
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
参
加
者
負
担
金　

▽
団
員
＝
８
万
円

▽
班
長
＝
５
万
円

●
そ
の
他
費
用　

パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

費
用
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
代
な
ど
の

経
費
が
必
要
。

●
事
後
活
動　

研
修
の
成
果
を
今
後

の
地
域
、
青
少
年
団
体
、
学
校
な

ど
の
活
動
に
役
立
て
る
。

《
事
前
・
事
後
研
修
（
予
定
）》

　

粕
屋
町
青
少
年
の
翼
研
修
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
、
団
員
と
し
て
の

心
構
え
及
び
研
修
先
の
国
の
情
勢
な

ど
、
必
要
な
研
修
を
行
う
。

◆
７
月
３
日
（
日
）

◆
７
月
24
日
（
日
）

◆
８
月
７
日
（
日
）

◆
９
月
11
日
（
日
）

▽
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

《
募　

集
》

●
人　

員　

▽
団
員
＝
45
名

　
　
　
　
　

▽
班
長
＝
５
名

●
期　

間　

４
月
１
日
（
金
）
〜

４
月
28
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
ま
で

土
・
日
・
祝
・
祭
日
を
除
く

●
資　

格

団
員　

中
学
１
年
生
か
ら
20
歳
ま
で

班
長　

21
歳
か
ら
35
歳
ま
で

（
詳
細
左
記
の
通
り
）

▽
団
員　

粕
屋
町
在
住
で
、
平
成
３

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

◇
健
康
で
協
調
性
に
富
み
、
研
修

計
画
に
沿
っ
た
規
律
あ
る
団
体

行
動
に
耐
え
ら
れ
る
人
。

◇
目
的
意
識
を
持
っ
て
、
研
修
に

参
加
で
き
る
人
。

◇
事
前
・
事
後
研
修
に
参
加
で
き

る
人
。

※

申
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▽
班
長　

粕
屋
町
在
住
で
、
昭
和
51

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

◇
研
修
の
企
画
な
ど
を
行
う
班
長

会
議
に
出
席
し
、
各
班
の
団
員

を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

◇
過
去
に
粕
屋
町
又
は
県
な
ど
の

青
少
年
の
船
・
翼
な
ど
に
参
加

し
た
経
験
の
あ
る
人
。

※

面
接
を
実
施
し
ま
す
。

●
提
出
書
類

◇
参
加
申
込
書

◇
団
員
応
募
承
諾
書

◇
応
募
動
機
（
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
１
枚
程
度
）

※

申
込
書
は
社
会
教
育
課
（
役
場

２
階
）、
役
場
１
階
総
合
受
付
、

粕
屋
町
立
図
書
館
に
置
い
て

い
ま
す
。

●
団
員
決
定
及
び
取
消

　

団
員
に
内
定
し
た
も
の
が
、
良

好
な
成
績
で
事
前
研
修
を
終
了
し

た
場
合
に
、
団
員
と
し
て
正
式
に

決
定
。

　

団
員
と
し
て
決
定
さ
れ
た
後
で

あ
っ
て
も
、
団
員
と
し
て
不
適
当

と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
決
定

を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

●
報
告
書
の
提
出

　

団
員
は
研
修
終
了
後
、
別
に
指

示
す
る
研
修
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
。

募集募集

青少年の翼青少年の翼
第12回 粕屋町粕屋町

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
９
３
８
ー
１
４
１
０

粕
屋
町
駕
与
丁
一
丁
目
１
ー
１

（
粕
屋
町
役
場
２
階
）

▲第10回「青少年の翼」交流会風景

▲第10回「青少年の翼」集合写真

《
事
業
の
概
要
（
予
定
）》

●
主
催

粕
屋
町
・
粕
屋
町
教
育
委

員
会

●
研
修
期
間

８
月
17
日
（
水
）
〜

８
月
24
日
（
水
）（
６
泊
８
日
）

●
訪
問
地

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

●
研
修
内
容

交
流
会
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
、
そ
の
他
。

※

研
修
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
参
加
者
負
担
金

▽
団
員
＝
８
万
円

▽
班
長
＝
５
万
円

●
そ
の
他
費
用

パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

費
用
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
代
な
ど
の

経
費
が
必
要
。

●
事
後
活
動

研
修
の
成
果
を
今
後

の
地
域
、
青
少
年
団
体
、
学
校
な

ど
の
活
動
に
役
立
て
る
。

《
事
前
・
事
後
研
修
（
予
定
）》

粕
屋
町
青
少
年
の
翼
研
修
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
、
団
員
と
し
て
の

心
構
え
及
び
研
修
先
の
国
の
情
勢
な

ど
、
必
要
な
研
修
を
行
う
。

◆
７
月
３

（
日
）

◆
７
月
24

◆
８
月
７

◆
９
月
11
日
（
日
）

▽
場
所

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

《
募

集
》

●
人

員

▽
団
員

45
名

▽
班

５
名

●
期

間

４
月
１
日
（
金
）
〜

４
月
28
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
ま
で

土
・
日
・
祝
・
祭
日
を
除
く

格
員

中
学
１
年
生
か
ら
20
歳
ま
で

班
長

歳
か
ら
35
歳
ま
で

細
左
記
の
通
り
）

員

粕
屋
町
在
住
で
、
平
成
３

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月

ま
で
に
生
ま
れ

康
で
協
調
性
に
富
み
、
研
修

計
画
に
沿
っ
た
規
律
あ
る
団
体

行
動
に
耐
え
ら
れ

目
的
意
識
を
持
っ
て
、
研
修
に

参
加
で
き
る
人
。

前
・
事
後
研
修
に
参
加
で
き

人
。

※

込
み
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

長

粕
屋
町
在
住
で
、
昭
和
51

４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

研
修

な
ど

班
長

会
議
に
出
席
し
、
各
班
の
団
員

を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

過
去
に
粕
屋
町
又

ど
の

青
少
年
の
船
・
翼
な
ど
に
参
加

し
た
経
験
の
あ
る
人
。

面
接
を
実
施
し
ま

出
書

◇
参
加
申
込
書

員
応
募
承
諾
書

募
動
機
（
４
０
０
字
詰
め
原

用
紙
１
枚
程
度
）

※

申
込
書
は
社
会
教
育
課
（
役
場

２
階
）、
役
場
１
階
総
合
受
付
、

粕
屋
町
立
図
書
館
に
置
い
て

い
ま
す
。

●
団
員
決
定
及
び
取
消

団
員
に
内
定
し
た
も
の
が
、
良

好
な
成
績
で
事
前
研
修
を
終
了
し

た
場
合
に
、
団
員
と
し
て
正
式
に

決
定
。

団
員
と
し
て
決
定
さ
れ
た
後
で

あ
っ
て
も
、
団
員
と
し
て
不
適
当

と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
決
定

を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

●
報
告
書
の
提
出

団
員
は
研
修
終
了
後
、
別
に
指

示
す
る
研
修
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
。 ▲第10回「青少年の翼」交流会風景

▽▽
班
長
班
長
＝＝
５５

▽
班
長
＝

▽
班
長
＝
５

日
（
日
）

ン
レ
イ
ク＝

ン
レ
イ
ク

ン
レ
イ
ク

員員
＝＝

団
員

日日ン
レ
イ
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員
＝

日
（

ン 日
（
日
（
日

24
日
（
日
）

（
日
）

７
日
（
日
）
日
）

（
日
））

日
）

日
））
日日日日

（（
日日日日日日
３
日日日

日
）

日
）

（
日
）

（
日
）

日日
）

日
（
日
（

日日日日
る
た
め
、
団

び
研
修
先
の

研
な
研
修
を
行

研
修
を
行

た
め
、

た
め
、

研
修
先
の

研
修
先
の

研
修
を
行

研
修
を
行

たた
るる
た
め
、

研
修
先
の

研
修
を
行の

た
る
た 後

研
後
研

青
少
年
の
翼

青
少
年
の
翼

青
少
年
の
翼

後
研
修

青
少
年
の
翼

団
◇
応
◇
応稿
◇
団
◇
団

◇
応
◇
応稿稿
◇

稿
◇◇

団
◇◇◇
団

◇
応稿
◇◇◇

面

●
提
出
提
出

◇
参

●●
提
出
提
出

※※

面面

※

面
提提◇

参
◇
参

●
提◇
●
提
出

◇
参

※

面 を青し をを
◇
過
◇
過青青 を
◇
過しし を
◇
過青青し

１
日研

◇
研会を 研研会会会を
◇
研会を 合

▽
班
長４

▽
年
４ 合合

▽▽
班班年

４
年
４
班
長
班
長合

▽

合

▽
班
長

年
４日

◇
事るる

※

申
◇◇

るる

※※

◇

※

◇
る

※

行
◇
目参参
◇
目
◇
目参参
◇
目参

年
４

１
日
ま
日

◇
健計

年年１
日
１
日

◇◇◇◇
計計

年１
日
ま

◇
計

１１
長

▽
団
員

年
４

班
長
班
長
班
長

▽▽
団団

４４
班
長

団
員

▽
団
員４

資
員
団
員長

土
・
土
・

●●
資資団

員
団
員長長

土
・

●
資団班

長
土土資土土資資団団

●●●●●●
土
・

●
資団

員長
土資団

●

承
諾４

応
募
承

機
（
４

枚
程

応
募
承

応
募
承

動
機
動
機１

枚
１
枚

動
機

枚

動紙 申応応
募
承

動
機
（
４

１
枚

験
の
あ

接
を
実
施
し

書
類

加
申
込込
書

実
施
し

実
施
し

書
類
書
類

込込 験験

接
を
実

接
を
実

た
経
験

接
を経経をを
接
を
実
施
し

書
類

込
書

た
経
験

接
を
実

年
の
船の

あ

と
め
る
こ

と
め
る
こ

去
に
粕
屋
町

去
に
粕
屋
町

少
年
の
船

少
年
の
船

ああ

ま
と
め
る
こ

去
に
粕
屋
町

去
に

少
年

験
と
め
る
こ

去
に
粕
屋
町

少
年
の
船

験
の
あ

ま
で
に
生
ま

修
の
企
画
な

議
に
出
席
し

出

議
に
出
席
し

議
に
出
席
し

生
ま
生
ま

画画

議
に
出

ででのの
議
に
出
席
し

生
ま

画席

での
企

に
込
み

は
抽
選
で
決

粕
屋
町
在

２
日
か
ら

日
か
らま

２
日
か
ら

２
日
か
ら

は
抽
選
で

は
抽
選
で

屋
町
在

屋
町
在

かか

月
２
日

抽抽粕粕２
日
か
ら

は
抽
選
で

屋
町
在

か

は
抽粕 で・

事
後
研

。み
が
定

み
が
定

み
が
定

・
事
後

・
事
後

み
が
定

・
事
後る
人
る
人
る
人
るる
人

か
ら

生
ま性

調
性

っ
た

月
２
日
か

月
２
日
か

ま
で
に
生

ま
で
に
生

で
協
調
性

で
協
調
性
生

月
２
日

ま
で
にに
生

で
協

に
沿

でで
ま康 月
２
日
か

ま
で
に
生
ま

康
で
協
調
性

沿
生
に
生

で
に

で

ら詳
町
在ら

歳歳屋
町
在

屋
町
在

か
ら
か
ら
町か

ら らら
（
詳
（
詳

21
歳
か
ら

（
詳
かか

粕
屋
町

日
か

2121粕粕粕 22粕粕 21
歳
か
ら

（
詳

粕
屋
町
在

か
ら

粕

祭

格
中
学
１
年

中
学
１
年

中
学
１
年

日
・
祝
・
祭

日
・
祝
・
祭

日
・
祝
・

中
学
中
学
１
年

日
・
祝
・
祭

１

詰
め

字
詰
め

書書
０
字
詰
め

０
字
詰
め

０
字

書０
０
書

０
字
詰
め

０
字

ま
す
。

ま
す
。

る
人
。

ま
す
。

まま
す
。

と
が
で
き
る

又
は
県
な
ど

翼
な
ど
に
参

ど

翼
な
ど

翼
な
ど

ききなな
どど

翼
な ががはは
翼
な
ど
に きな
ど
に

が
又
は

人
。

行
う
班

れ
た

ど
を
行
う

を
班
の
団

た
人
た
人行

う
班

行
う
班

ののう

どど
をを各

班
の

各
班
の

ど、
各
班

た
人

を
行
う
班

の
団
う
班

の

ど
を各

班
の 昭

和

で
、
昭

３
年
４

定

ま

定

ま
昭昭

住
で
住
で
定
し

住
で
定
し
ま

住
で
、
昭

４
加

を
超
え
た

修
に
参
加

修
に
参
加

を
超
え
た

を
超
え
た
え
た

修
に
参
加

を 修
に
参
加

を
超
え
た
え
た

っ
て

研

っ
て
、
研

っ
て
、
研
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